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外 薗 幸 一
ま え が き
本 稿 は 前 号 （ 鹿 児 島 国 際 大 学 「 国 際 文 化 学 部 論 集 』 第 1 9 巻 1 号 ） に 掲 載 し た 和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス
タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 ～ 3 章 ) 」 に 引 き 続 く も の で あ る 。 前 号 「 ま え が き 」 に 記 載 し た よ う に ， 筆
者 は ， す で に ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ 全 2 7 章 の 初 訳 を 一 応 完 了 し て い る の で あ る が ， も う 少 し 読 み 易 い 和
訳 に す る こ と を 目 標 に 「 改 訂 版 」 を 作 成 す る こ と に し た 。 そ し て ， ま ず 第 1 章 か ら 第 3 章 ま で の 和
訳 を 前 号 に 発 表 し た の で ， 今 回 は そ れ に 続 く 形 で ， 第 4 章 と 第 5 章 を 掲 載 す る こ と に す る 。
略 号
方 広 ＝ 「 方 廣 大 荘 厳 経 j ( 大 正 新 脩 大 蔵 経 1 8 7 ) .C h i n e s e T r a n s l a t i o n o f t h e L a l i t a v i s t a r a .
普 曜 ＝ 「 普 曜 経 j ( 大 正 新 脩 大 蔵 経 1 8 6 ) . A C h i n e s e T r a n s l a t i o n o f t h e ( o l d ) L a l i t a v i s t a r a .
｢ 佛 教 大 辞 典 j = 「 望 月 佛 教 大 辞 典 （ 増 訂 版 ) 」 （ 昭 和 3 2 年 増 訂 版 ， 世 界 聖 典 刊 行 協 会 ）
｢ 梵 和 大 辞 典 j = 荻 原 雲 来 編 「 漢 訳 対 照 梵 和 大 辞 典 j ( 昭 和 5 3 年 ， 講 談 社 ）
｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 ＝ 中 村 元 「 佛 教 語 大 辞 典 j ( 昭 和 5 6 年 ， 東 京 書 籍 ）
｢ 上 割 ＝ 外 薗 幸 一 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ の 研 究 上 巻 」 （ 平 成 6 年 ， 大 東 出 版 社 ）
B H S G = B " d d " 純 f も ' 6 γ 趣 a z " s 〃 γ が G 7 t z " z 〃 α γ α " 。 α c 伽 " α 秒 V o l ・I : G r a m m a r , b y F . E d g e r t o n ,
N e w H a v e n ,1 9 5 3 .
B H S D = D i t t o , V o l . I I : D i c t i o n a r y .
M v y u t = M M a h " ” " 幼 α r 〃 （ 翻 訳 名 義 大 集 ) ,E d . b y R . S a k a k i , K y o t o ,1 9 1 6 .
括 弧 符 号 の 使 い 分 け
和 訳 の 文 章 中 に お い て 用 い る 括 弧 は ， 原 則 と し て ， 次 の よ う に 区 別 す る 。
l .「 」 は ， 会 話 文 を 示 す た め に 用 い る 。
2 ． （ ） は ， 直 前 の 言 葉 を ， 別 の 言 葉 で 言 い 換 え る た め に 用 い る 。
3 ． ［ ］ は ， 訳 文 を 補 充 し て ， 意 味 を は っ き り さ せ る た め に 用 い る 。
4 ． 〈 〉 は ， 特 殊 な 複 合 語 や ， 重 要 な 熟 語 を 示 す た め に 用 い る 。
5 ． 《 》 は ， 主 要 東 大 写 本 に 原 文 が 欠 落 し て い る が ， 挿 入 す べ き で あ る 部 分 の 訳 文 に 用 い る 。
6 ． 〔 〕 は ， 主 要 東 大 写 本 に 原 文 が 挿 入 さ れ て い る が ， 削 除 す べ き で あ る 部 分 の 訳 文 に 用 い る 。
7 ． 【 】 は ， 諸 写 本 に 混 乱 が あ り ， 削 除 す べ き か 挿 入 す べ き か 確 定 し が た い 部 分 の 訳 文 に 用 い る 。
※ な お ， 第 1 章 か ら 第 1 4 章 ま で の 訳 文 の 左 端 に 付 し た 数 字 ( 2 6 8 ～ 6 9 6 ) は ，「 上 巻 』 第 二 部 （ 本 文
校 訂 ） に お け る 梵 語 原 文 の ペ ー ジ 数 を 示 す も の で あ る 。
キ ー ワ ー ド ： ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ ， 仏 伝 文 学 ， 大 乗 仏 教 ， 混 清 梵 語 仏 教 思 想
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国 際 文 化 学 部 論 集 第 1 9 巻 第 2 号 ( 2 0 1 8 年 1 0 月 ）
『 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ 」 （ 大 遊 戯 経 ）
第 4 章 （ 法 明 門 品 ) ！
の ち と そ っ て ん < ' う
か く の 如 く ， 比 丘 ら よ ， 菩 薩 は 出 生 す べ き 種 族 を 観 察 し た 後 に ， 兜 率 天 宮 の ， ウ ッ チ ャ ド ヴ ア
こ う ど う
ジ ャ 2 （ 高 瞳 ） と 名 づ け る ， 縦 横 に 六 十 由 旬 ［ の 大 き さ ］ あ り ， 菩 薩 が ［ か ね て ］ そ こ に 坐 し て 兜 率
天 の 天 神 た ち に 説 法 を な せ る と こ ろ の 大 楼 閣 ， そ の 大 楼 閣 に 菩 薩 は 登 れ り 。 ［ そ こ に ］ 登 り て ， 兜
率 天 に 属 す る 全 て の 天 子 衆 に 告 げ た り 。 「 諸 君 ， 来 集 せ ら れ よ 。 チ ュ ユ テ イ ア ー カ ー ラ プ ラ ヨ ー ガ 3
き ょ う か い
( 下 生 相 方 便 ） と 名 づ け る と こ ろ の ， 〈 法 の 憶 念 〉 を 教 誠 す る ， 最 後 の 説 法 を 菩 薩 よ り 聴 く が よ い 」
[ と ] 。 さ て ， こ の 言 葉 を 聞 く や ， 兜 率 天 に 属 す る 天 子 た ち は ， み な ， ア プ サ ラ ス （ 天 女 ） 衆 と と も
に ， そ の 楼 閣 に 来 集 せ り 。
け げ ん
そ こ ［ の 大 楼 閣 ］ に ， 菩 薩 は ， 四 大 洲 の ［ 全 ］ 世 界 に 匹 敵 す る ［ ほ ど の ］ 広 さ の 道 場 を 化 現 4 せ
あ ざ み め よ
し め た り 。 ［ そ の 道 場 が ］ あ ま り に 鮮 や か に し て ， あ ま り に 見 目 好 く ， あ ま り に 美 し く 飾 ら れ ， あ
し よ う ご ん
ま り に 壮 麗 な る が 故 に ， 一 切 の 欲 界 の 諸 天 神 5 と 色 界 の 諸 天 子 は ， み な ， 各 自 の 宮 殿 の 荘 厳 に ［ 対
し て ， そ れ が あ た か も ］ 墓 地 で あ る か の 如 き 想 い を 生 じ た り 。
ぃ じ ゅ く
し し ざ
そ こ に お い て ， 菩 薩 は ， 自 ら の 福 徳 の 異 熟 た る 果 報 6 に 飾 ら れ た る 獅 子 座 に 坐 せ り 。 ［ す な わ ち ］
ぞ う が ん
ぎ ら さ た だ よ
幾 多 の 珠 宝 を も っ て 脚 部 は 象 嵌 せ ら れ ， 幾 多 の 天 の 更 紗 の 敷 物 が 敷 か れ ， 幾 多 の 天 の 芳 香 が 漂 い ，
こ う た
幾 多 の 純 正 な る 最 高 の 香 が 焚 か れ ､ 種 々 な る 天 の 花 【 や 香 7 】 が 散 り 敷 か れ ， 数 百 千 の 珠 宝 の 【 発 す
り ん も う
る 8 】 光 明 の 輝 く 威 光 を 有 し ， 幾 多 の 珠 宝 の ［ 連 な る ］ 網 に 覆 わ れ ， 幾 多 の 鈴 網 9 の 音 が 鳴 り 響 き ，
ほ う り 人
ほ う も う
数 百 千 の 宝 鈴 の 音 が リ ン リ ン と 鳴 り ， 数 百 千 の 宝 網 に あ ま ね く 照 ら さ れ ， 数 百 千 の 宝 《 の 傘 蓋 1 0 》
け ん ぷ
き ぬ お び よ う ら く
に 覆 わ れ ， 数 百 千 の 絹 布 が 掛 け ら れ ， 数 百 千 の 絹 帯 の 班 略 ' ' に 飾 ら れ ， 数 百 千 の ア プ サ ラ ス の 舞 踏
ご せ お う
と 歌 と 器 楽 の 音 が 鳴 り わ た り ， 数 百 千 の 功 徳 が 称 揚 せ ら れ ， 数 百 千 の 護 世 王 ' 2 に よ っ て 守 護 せ ら れ ，
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｢ 法 I ﾘ j 門 」( d h a r m a l o k a m u k h a )と は 「 法 （ 真 理 ） を 明 る く 照 ら し ． そ れ を 聖 道 に 入 る 門 と し て 示 す 」 と い う 意 味 で あ る 。
方 広 は 単 に 「 法 門 品 」 と 訳 し て い る 。
u c c a d h v a j a は 「 高 く 養 え る 旗 」 の 意 で あ I ) ． 方 広 に は 「 高 嘘 」 と 訳 さ れ て い る 。
c y u t y a k a r a p r a y o g a は 「 [ 天 界 か ら 地 上 へ ］ 下 生 す る 際 の 特 相 を 示 す 予 備 的 説 法 」 を 意 味 し て お り ． 方 広 に は 「 遷 没 方 便
下 生 之 相 」 と 訳 さ れ て い る 。 こ こ で 用 い ら れ て い る 「 方 便 」 ( p r a y o g a ) は ，「 下 生 の た め の 準 備 （ と し て 説 か れ る も の ) 」
と い う 愈 味 で あ ろ う 。
こ こ に お け る 「 化 現 」 ( a d h i s t h i t a ) は 「 超 自 然 的 な 威 神 力 に よ っ て 出 現 せ し め る こ と 」 を 意 味 す る 。 た だ し ，「 化 現 」 と
い う 語 は 「 仏 ・ 菩 薩 が 衆 生 を 救 う た め に ， 秘 々 に 姿 を 変 え て こ の 世 の 中 に 現 れ る こ と （ 化 身 す る こ と ) 」 の 意 で 用 い ら れ
る こ と が 多 い 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 2 9 1 頁 参 照 。
チ ベ ッ ト 訳 に は 「 諸 天 神 」 ( d e v a h ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
稗 悪 の 行 為 を 原 因 と し て 苦 楽 の 果 報 が 生 ず る と い う 「 業 報 の 思 想 」 に お い て ． 原 因 が 結 果 に 現 れ る こ と を 「 行 為 の 果 実 が
熟 す る こ と ( v i p a k a ) 」 と 表 現 す る 。 そ の 場 合 ． 原 因 で あ る 行 為 は 善 ま た は 悪 で あ る の に 対 し て ・ 熱 し た 結 果 と し て の 楽 （ 幸
巡 ） ま た は 苦 （ 不 運 ） は 善 で も 悪 で も な い （ こ れ を 「 善 悪 無 記 」 と い う ） 。 こ の よ う に 原 因 と は 異 な る 性 質 の 結 果 が 生 ず
る こ と を 「 異 熟 」 と い う 。
チ ベ ッ ト 訳 に は 「 香 」 ( g a n d h a ) に 当 た る 訳 語 は な い 。
チ ベ ッ ト 訳 に は 「 発 す る 」 に 当 た る 訳 語 が 見 当 た ら な い 。
｢ 鈴 網 」 ( k i n k i n H a l a )と は 「 小 鈴 の 綴 ら れ た 羅 網 」 で あ る 。
チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 「 宝 の 傘 蓋 」 ( r a t n a . c h a t t r a )と 読 む べ き で あ る が ， 写 本 の 支 持 が な い 。
m a l y a は 「 珠 数 状 の 装 飾 品 」 で あ り ，し ば し ば 「 花 輪 」 「 花 冠 」 「 花 墜 」 等 と 訳 さ れ る が ， こ こ で は 「 理 塔 」 と 訳 し た 。 「 理
路 」 と は 「 珠 玉 と 花 型 の 金 属 を 編 み 合 わ せ て 垂 ら し た も の 」 「 頭 ・ 首 ・ 胸 な ど に か け る 珠 玉 の 飾 り 」 で あ る 。 「 佛 教 語 大 辞
典 」 1 3 9 5 頁 参 照 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
た い し ゃ <
コ ー テ ィ ー ニ ユ タ ほ う
数 百 千 の 帝 釈 ' 3 に 礼 拝 せ ら れ ， 数 百 千 の 梵 天 に 敬 礼 せ ら れ ， 数 百 千 拘 岻 尼 由 多 の 菩 薩 に よ っ て 捧
持 せ ら れ ' 4 ， 十 方 の 【 無 限 な る 1 5 】 数 百 千 蒟 粧 危 諺 の 仏 陀 に よ っ て 議 ' ‘ せ ら れ た る . 無 量 な る 百
コ ー テ ィ ー ニ ユ タ
は ら み つ い じ ゅ <
干 拘 岻 尼 由 多 の 劫 を か け て 集 積 し た る 波 羅 蜜 ' 7 の 福 徳 の 異 熟 た る 果 報 よ り 生 じ た る ［ 獅 子 座 ］ に 。
そ な
か く し て ， 比 丘 ら よ ’ ［ 釈 迦 ］ 菩 薩 は ， か く の 如 き 徳 を 具 え た る 獅 子 座 に 坐 し て ， 彼 ら 。 天 神 の
大 衆 に 告 げ た り 。 「 諸 君 ， 菩 薩 の 身 体 が 百 の ' 8 福 徳 の 相 に よ っ て 飾 ら れ た る を 見 よ 。 東 ・ 南 ・ 西 ・
北 に 1 9 , 下 方 に ， 上 方 に ,[ さ ら に ］ 十 方 の す べ て に ， 無 量 ・ 無 数 ・ 過 数 量 鋤 の 諸 菩 薩 あ る を 見 よ 。
た ん ど ん
さ い ご し ん
彼 ら は ， み な ， ［ 一 生 補 虚 の 菩 薩 と し て ］ 兜 率 天 の 端 厳 な る 宮 殿 に 住 し 、 最 後 身 ［ の 菩 薩 と し て の
い に ょ う
下 生 ］ を 目 前 に し て お り 2 1 , 天 神 衆 に 囲 驍 せ ら れ て ， 下 生 ［ の 際 ］ の 特 相 た る ， 諸 天 神 を 歓 喜 せ し
め る く 法 明 門 > を 開 示 す る ｣[ と ] 。 [ す る と 幽 ] か の 天 神 衆 は , み な , 菩 薩 の 神 力 ( 允 錨 ) 鰯 に よ っ
ほ う み ょ う も ん
て ， そ れ ら の 諸 菩 薩 を 見 た り 。 ま た ， ［ そ れ を ］ 見 た る の ち ， さ ら に 菩 薩 の 方 に 向 か っ て 合 掌 礼 拝 し ，
孟 抹 蓑 晶 2 ' せ り 。 そ し て , か く の 如 き ウ ダ ー ナ ( 感 興 の 句 ) 鯛 を 発 し た り 。「 さ て も ， こ の 菩 薩 の 神
力 （ 加 持 力 ） の 不 可 思 議 な る こ と よ ･ わ れ ら が 観 察 す れ ば す る ほ ど ， そ れ だ け 多 く の 菩 薩 た ち を 見
る と は ！ 」 【 と 2 6 】 ･
そ の 時 ， ［ 釈 迦 ］ 菩 薩 は 再 び ， 彼 ら 天 神 の 大 衆 に 呼 び か け て ， か く の 如 く 述 べ た り 。 「 諸 君 ， そ れ
故 に ， こ れ ら の 諸 菩 薩 が ， 彼 ら 天 子 た ち に 説 く と こ ろ の ， 下 生 ［ の 際 ］ の 特 相 た る ， 諸 天 神 を 歓 喜
ほ う み よ う も ん
せ し め る く 法 明 門 〉 を 聴 く が よ い 。 諸 君 こ の 百 八 よ り 成 る く 法 明 門 〉 は ， 菩 薩 に よ っ て く 下 生
せ ん せ つ か い じ
の 時 〉 の 来 た れ る 時 に ， 必 ず 天 神 衆 に 宣 説 開 示 せ ら れ る べ き も の な る も ， そ の 2 7 百 八 ［ の 法 明 門 ］
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さ す 。 最 も 一 般 的 な 護 世 王 は ， 須 彌 山 の 四 方 を 守 護 す る 「 四 天 王 」 （ 持 国 天 ． 瑚 艮 天 ， 広 1 号 | 天 ． 多 聞 天 ） で あ り ， 「 謹 世 四
天 王 」 「 四 大 王 天 」 な ど と 呼 ば れ る 。
' : I 「 帝 釈 」 ( S a k r a ) と は ，イ ン ド 古 来 の イ ン ド ラ 神 の 別 名 で あ り ， 仏 教 神 話 で は . ' | " 利 天 （ 三 十 三 天 ） の 王 と し て ， 須 彌 山
頂 の 喜 見 城 に 住 む と さ れ る 。 「 諸 天 の 帝 王 , 帝 釈 」 ( S a k r o d e v a n a m - i n d r a h ) と 表 現 さ れ る j 鋤 合 は ， 漢 訳 で 「 釈 提 桓 因 （ し や
〈 だ い か ん い ん ) 」 と 呼 ば れ る 。
！ ! 「 捧 持 せ ら れ 」 と 訳 し た 原 文 p a r i g r h i t a は ．あ る い は 「 囲 ま れ 」 と 訳 す べ き か 。
' 5 「 無 限 な る 」 ( a n a n t a ) は 主 要 東 大 写 本 に 欠 落 し て い る が ． チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 挿 入 す べ き で あ る c
' 6 「 護 念 」 ( s a m a n v a h r t a ) と は 「 心 に 念 じ て 護 る こ と 」 で あ り ． 通 常 ．「 仏 ・ 替 隙 諦 天 神 が 衆 生 の 信 心 や 修 行 を 見 守 り ．
加 護 す る こ と 」 と し て 用 い ら れ る 。
' 7 「 波 羅 蜜 」 ( p a r a m i t a ) は 「 悟 り に 到 る た め の 菩 薩 の 修 行 」 を 意 味 す る が ， 大 乗 仏 教 で は 特 に 「 六 波 羅 蜜 」 や 「 十 波 羅 蜜 」
が 説 か れ る 。 六 波 羅 蜜 は 「 布 施 波 羅 蜜 」 「 持 戒 波 羅 蜜 「 忍 辱 波 羅 蜜 」 「 糀 進 波 羅 蜜 」 「 禅 定 波 羅 蜜 」 「 智 葱 波 羅 蜜 」 で あ り ．
十 波 羅 蜜 は 六 波 羅 蜜 に 「 方 便 」 「 願 」 「 力 」 「 智 」 を 加 え た も の で あ る 。 「 い ず れ も ． 自 己 を 完 成 す る と | 司 時 に ． 多 く の 他 者
を 利 益 す る こ と を 目 的 と し て い る ｣ 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 1 0 9 2 ~ 1 0 9 3 頁 参 照 。
l 8 こ の 場 面 の 「 百 の 」 ( S a t a ) は ．「 固 定 的 な 数 値 と し て の 1 0 0 」 を 意 味 す る も の で は な く 、「 多 数 の 」 「 多 く の 」 を 意 味 す る
形 容 辞 と し て 用 い ら れ て い る 。 百 以 上 の 数 詞 も し ば し ば ． 単 に 「 多 数 で あ る こ と 」 を 意 味 す る 語 句 と し て 用 い ら れ る こ と
が あ る 。
l 9 イ ン ド に お け る 「 四 方 」 は ， 常 に 「 東 ・ 南 ・ 西 ・ 北 」 と い う 右 回 り の 順 で 示 さ れ る 。
釦 「 無 量 」 ( a p r a m e y a ) ．「 無 数 」 ( a s a m k h y e y a ) ,「 過 数 最 」 ( g a n a n a s a m a t i k r a n t a ) の い ず れ も ．「 計 数 で き な い ほ ど 多 く の 」
を 意 味 す る 語 句 で あ る 。
2 ！ 「 上 巻 」 の 拙 訳 で は 「 一 生 補 虚 た る も の と な り 」 と 訳 し た が ． 原 文 は c a r a m a b h a v a . a b h i m u k h a で あ る の で ．「 最 後 身 ［ と
し て の 下 生 ］ を 目 前 に し て お り 」 と 訂 正 す る 。
型 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 す る と 」 に 当 た る 訳 語 ( d e n a s ) が あ る 。
罫 「 菩 薩 の 神 力 」 と は 「 菩 薩 が 不 可 思 議 な 力 を も っ て 衆 生 を 護 る こ と 」 で あ I ). 仏 ・ 菩 薩 の 慈 悲 力 が 衆 生 に 加 わ り ， 衆 生 に
そ の 力 を 受 持 さ せ る の で 「 加 持 力 」 と も 呼 ば れ る 。
2 4 「 五 体 投 地 」 と は 「 両 膝 ・ 両 肘 ・ 額 を 地 に つ け て ， 尊 者 ・ 仏 像 な ど を 拝 す る こ と 」 で あ る 。 「 広 辞 苑 （ 第 六 版 ) 」 参 照 。
: x i u d a n a( 憂 陀 那 ） と は 「 無 間 自 説 」 （ 問 わ れ ず し て 自 ら 説 い た 句 ） と 漢 訳 さ れ る 。 通 常 は 「 仏 陀 が 感 興 に 乗 じ て 。 思 わ ず
発 し た 詩 句 」 を い い ． 「 十 二 部 経 」 の 一 つ と し て 分 類 さ れ る 。 こ こ で は ， 天 神 衆 の 鷲 欺 の 文 句 と し て 用 い ら れ て い る 。
2 6 チ ベ ッ 卜 訳 に は 「 ～ と 」 に 当 た る 訳 語 s h e s( = i t i ) が あ る 。
” チ ベ ッ ト 訳 に は 「 そ の 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
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と は 如 何 な る も の か 。 す な わ ち ， 諸 君 ，
い ざ よ う ふ え
く 浄 信 〉 は 法 明 門 に し て ， 意 楽 を 不 壊 な る も の と な す 。
〈 浄 心 〉 は 法 明 門 に し て 。 汚 れ た る 心 を 明 浄 な る も の と な す 。
〈 歓 喜 〉 は 法 明 門 に し て ， 《 身 体 を 銘 》 軽 安 な ら し む 。
〈 満 足 〉 は 法 明 門 に し て ， 精 神 を 清 浄 な ら し む 。
〈 身 戒 〉 は 法 明 門 に し て ， 三 種 の 身 【 体 の 悪 】 行 鋤 を 浄 化 す 。
〈 語 戒 〉 は 法 明 門 に し て ， 四 種 の 語 悪 行 鋤 を 捨 離 せ し む 。
と ん よ く し ん に ぐ ち
く 意 戒 〉 は 法 明 門 に し て ， 貧 欲 ・ 愼 患 ・ 愚 爆 の 断 除 を も た ら し む 。
け ん ぶ つ
く 念 仏 〉 は 法 明 門 に し て ， 見 仏 （ 仏 を 見 る こ と ） を 清 浄 な ら し む 。
〈 念 法 〉 は 法 明 門 に し て ， 説 法 を 清 浄 な ら し む 。
〈 念 僧 〉 は 法 明 門 に し て ， 過 失 な き （ 正 し き ） 道 に 入 ら し む 。
え じ や く
く 念 捨 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 依 著 3 ' を 捨 離 せ し む ｡ 。
〈 念 戒 〉 は 法 明 門 に し て ， 誓 願 の 成 就 を も た ら し む 。
〈 念 天 〉 は 法 明 門 に し て ． 高 大 な る , L , を 生 ぜ し む 。
う え ふ く ご う じ
く 慈 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の く 有 依 福 業 事 3 2 〉 を 克 服 せ し む 。
く き ょ う
く 悲 〉 は 法 明 門 に し て ， 不 傷 害 の 究 寛 に 至 ら し む 。
き
う の う
ぐ 喜 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 憂 悩 を 断 除 せ し む 。
し や
え ん り
く 捨 > 3 3 は 法 明 門 に し て ， 愛 欲 を 厭 離 せ し む 。
〈 無 常 観 > は 法 明 門 に し て ｡ 欲 [ 界 ]. 色 [ 界 ]・ 無 色 [ 界 ] 3 1 の 誉 簔 を 超 過 せ し む 。
〈 苦 観 〉 は 法 明 門 に し て ， 欲 望 錫 を 根 絶 せ し む 。
〈 無 我 観 〉 は 法 明 門 に し て 。 自 我 へ の 執 著 を 断 つ 。
〈 寂 静 観 > 妬 は 法 明 門 に し て ， 愛 欲 の 炎 に 焼 か れ ざ る を 得 し む 。
う ざ ん
く 有 ･ 噺 （ 内 に 恥 じ る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 内 心 の 静 寂 を も た ら し む °
う き
く 有 槐 （ 他 者 に 恥 じ る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 外 面 の 静 寂 を も た ら し む 。
〈 誠 実 〉 は 法 明 門 に し て ， 天 神 や 人 間 を 欺 く こ と な か ら し む 。
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2 ( 「 身 体 を 」 の 部 分 は 諸 写 本 に 欠 落 し て い る が ， チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 挿 入 す べ き で あ る 。
鋤 三 種 の 身 の 悪 行 と は 「 殺 生 」 「 愉 溢 」 「 邪 婬 」 で あ る 。 【 】 内 の 部 分 は ． チ ベ ッ ト 訳 に よ っ て 挿 入 す べ き で あ る 。
: 側 四 種 の 語 悪 行 と は 「 妄 語 」 「 両 舌 」 「 悪 口 」 「 綺 語 」 で あ る 。
3 ! 「 依 薪 」 ( u p a d h i )と は 「 輪 廻 的 生 存 （ 苦 界 ） の 依 虚 と な る 執 著 （ 煩 悩 ) 」 を 意 味 す る 。
: 鰹 「 有 依 福 業 事 」 ( u p a d h i k a - p u n y a . k r i y i v a s t u )と は 「 物 質 的 な も の に 関 す る 福 徳 行 の 種 類 」 の 意 味 。 「 財 中 福 」 （ ざ い ち ゆ う
ふ く ） と も 訳 さ れ る 。 c f M v y u t ( 1 7 0 3 ) .
郷 以 上 「 慈 」 「 悲 」 「 喜 」 「 拾 」 は 「 四 無 妓 心 」 で あ I ) .「 自 分 の 心 に 起 こ す べ き 無 趾 な る 利 他 心 」 の 四 種 で あ る 。 「 慈 」 は 「 他
者 に 対 す る 友 愛 の 心 ｣ ． 「 悲 」 は 「 他 者 の 苦 し み に 同 情 す る 心 ｣ ． 「 悪 」 は 「 他 者 を 幸 福 に す る こ と を 喜 ぶ 心 ｣ ， 「 拾 」 は 「 他
者 に 対 す る 怨 親 な ど の ． 一 切 の 執 蒋 を 捨 て る 心 」 で あ り ． そ れ ら の 心 を 無 j i t に 起 こ せ ば 「 四 無 遠 心 」 と な る 。
: 側 仏 教 の 世 界 観 で は ． 「 衆 生 が 生 ま れ て 死 に 輪 廻 す る 領 域 」 と し て 「 欲 界 」 「 色 界 」 「 無 色 界 」 の 三 界 を 想 定 す る 。 生 き 物 が
住 む 世 界 を 三 段 階 に 分 け た も の で あ I ) ,「 欲 界 」 は 「 欲 の あ る 生 き 物 が 住 む 世 界 ｣ ， 「 色 界 」 は 「 欲 を 離 れ た 清 ら か な 世 界 ｣ ，
「 無 色 界 」 は 「 精 神 の み が 存 在 す る ， 物 蘭 （ 色 ） を 越 え た 世 界 」 で あ る 。
3 s p r a p i d h a n a は ，「 [ 菩 薩 の ］ 蒋 願 （ 本 願 ) 」 の 意 味 で 用 い ら れ る 場 合 ， 「 成 就 す べ き 善 い 目 的 」 を さ す が ， こ こ で は 「 根 絶
の 対 象 と な る べ き 欲 望 」 の 愈 味 で 用 い ら れ て い る 。 方 広 に は 「 願 求 」 と 訳 さ れ て い る 。
郡 通 常 「 四 念 慮 （ 四 念 住 ) 」 と 呼 ば れ る 「 四 つ の 観 想 法 」 は ， 「 身 体 は 不 浄 な I ) 」 「 受 （ 感 覚 ） は 苦 な り 」 「 心 は 無 常 な り 」 「 法
（ 万 物 ） は 無 我 な り 」 と 観 想 す る 四 穂 の 修 行 方 法 を 指 す が ． こ こ で は ， 「 ( 身 体 を ） 無 常 と 観 ず る こ と 」 「 ( 感 受 を ） 苦 と 観
ず る こ と 」 「 ( 法 を ） 無 我 と 観 ず る こ と 」 「 ( 浬 藥 を ） 寂 静 と 観 ず る こ と 」 の 四 極 が 挙 げ ら れ て い る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 鋪 4 ～ 5 章 ）
< 真 実 〉 は 法 明 門 に し て ， 自 己 を 欺 く こ と な か ら し む 。
ほ う ぎ よ う
く 法 行 3 7 〉 は 法 明 門 に し て ， 法 に 依 る こ と を 得 し む 。
< 豐 紘 細 > は 法 明 門 に し て , 三 悪 趣 3 ' を 超 過 せ し む 。
さ ん あ く し ゆ
く 知 恩 （ 感 謝 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ． 生 じ た る 善 根 を 消 失 せ ざ ら し む 。
< 念 恩 （ 恩 を 感 じ る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 他 を 軽 蔑 す る こ と な か ら し む 。
< 自 知 （ 自 己 を 知 る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ． 自 ら を 誇 る こ と な か ら し む 。
< 衆 生 知 （ 衆 生 を 知 る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 他 者 を 誹 誇 す る こ と な か ら し む 。
< 法 知 （ 法 を 知 る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 法 （ 真 理 ） に 導 く 法 （ 徳 行 ) ､ ' 0 を 修 行 せ し む 。
む な
く 時 知 （ 時 を 知 る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 知 見 を 空 し か ら ざ る も の と な さ し む 。
し や り き よ う 主 ん
く 捨 離 驍 慢 （ 慢 心 を 捨 て る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 智 の 成 就 を も た ら し む 。
む し よ う げ し ん
く 無 障 磯 心 （ 害 心 な き こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 自 己 と 他 者 と を 守 護 す る 。
む こ ん
く 無 恨 （ 恨 み な き こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 後 悔 す る こ と な き を 得 し む 。
し ん げ
む げ
く き よ う
く 信 解 〉 は 法 明 門 に し て ， 無 磯 （ 疑 心 な き こ と ） の 究 寛 に 至 ら し む 。
< 不 浄 観 4 ' > は 法 明 門 に し て ， 愛 欲 の 想 念 を 捨 離 せ し む 。
む し ん
く 無 愼 ( 害 意 な き こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ｡ 圭 猿 總 の 想 念 を 捨 離 せ し む 。
む ち
く 無 癌 （ 愚 癌 な き こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 4 3 無 知 を 断 除 せ し む 。
〈 ′ ほ う
ぐ 求 法 （ 法 を 求 め る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， ［ 文 字 に 依 ら ず ］ 意 義 に 依 る こ と を 得 し む 。
あ い ほ う
ぐ 愛 法 （ 法 を 愛 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 《 法 の 》 光 明 を 4 4 獲 得 せ し む 。
〈 ′ も ん
く 求 聞 （ 知 識 を 求 め る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 法 を 正 し く 観 察 せ し む 。
し ょ う ぎ よ う
ぐ 正 行 1 5 （ 手 段 が 正 当 で あ る こ と 〉 は 法 明 門 に し て ， 正 し き 修 行 を な さ し む 。
へ ん ち み よ う し き
あ い じ ゃ <
く 遍 知 名 色 （ 名 と 色 を 了 知 す る こ と 1 6 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 愛 著 を 超 過 せ し む 。
ば つ じ よ い ん け ん
み ょ う ち し ん げ
く 抜 除 因 見 （ 懐 疑 論 1 7 の 除 去 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 明 知 と 信 解 と を 得 し む 。
だ ん と ん じ ん
く 断 貧 腹 （ 食 欲 と 腹 患 を 捨 て る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ，
3 3 2
高 ぶ る こ と も 消 沈 す る こ と も な き を 得 し む 。
う ん ぜ ん ぎ よ う
く [ 五 ］ 穂 善 巧 （ 五 瀞 8 の 熟 知 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 苦 を 遍 知 す る こ と を 得 し む 。
3 7 d h a r m a c a r a n a は ， 方 広 に 「 法 行 」 と 訳 さ れ ，「 佛 教 語 大 辞 典 」 1 2 3 0 頁 に 「 理 法 に か な っ た 行 な い 」 と 説 l ﾘ l さ れ て い る 。
郷 「 三 帰 依 」 ま た は 「 三 帰 」 と は ， 「 仏 法 僧 の 三 宝 に 帰 依 す る こ と 」 で あ る 。 「 帰 依 仏 ｣ 「 帰 依 法 ｣ ｢ 帰 依 側 」 と 唱 え る こ と に よ っ
て 仏 教 の 信 者 と な る こ と が 決 定 す る 。
3 9 「 三 悪 趣 」 と は 六 道 輪 廻 の う ち ， 「 苦 し み の 多 い 三 道 （ 地 獄 ， 餓 鬼 ． 畜 生 ) 」 を い う 。
､ ' 0 d h a r m a - a n u d h a r m a は 「 典 理 に 適 合 す る 徳 」 の 意 か 。「 梵 和 大 辞 典 」 に は 「 法 随 法 行 」 の 訳 例 が 出 さ れ て い る 。
. ' ! 「 不 浄 観 」 と は 「 身 体 は 不 浄 な り と 観 想 す る こ と 」 で あ る 。 前 頁 の 註 3 6 参 照 。
4 2 「 悪 恨 」 ( v y a p a d a ) と は 「 恨 ん で 害 心 を 抱 く こ と 」 で あ る 。
綱 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 一 切 の 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
$ 4 原 文 l o k a ( 世 界 ） は ， 文 脈 と チ ベ ッ ト 訳 に よ っ て .d h a r m a l o k a( 法 の 光 明 ） と 訂 正 さ れ る べ き で あ る 。
4 5 「 正 行 」 ( s a m y a k . p r a y o g a ) と は 「 正 し い 修 行 」 で あ り ，「 悟 り を 求 め る 手 段 と し て の 修 行 が 適 切 で あ る こ と 」 を 愈 味 す る 。
方 広 に は 「 方 便 」 と 訳 さ れ て い る が ． こ の 「 方 便 」 は 「 適 切 な 手 段 」 を 意 味 す る 。
4 6 「 名 」 ( n a m a n ) は 「 糖 神 現 象 」 を ．「 色 」 ( r U p a ) は 「 物 質 現 象 」 を 意 味 す る 。し た が っ て 「 名 色 」 と は 「 柿 神 と 物 質 」 「 心
と 肉 体 」 の 意 で あ り ． 「 人 間 の 心 身 全 体 」 を さ す 。
4 7 「 因 見 」 ( h e t u - d r s t i )と は 「 原 因 を あ れ こ れ 詮 索 し て 疑 う こ と （ 懐 疑 論 ) 」 を 意 味 す る と 思 わ れ る 。 「 上 巻 」 で は 「 合 理 主
義 的 独 断 論 」 と 訳 し た が 「 懐 疑 論 」 と 訂 正 す る 。
鴨 「 五 謹 」 と は 「 五 つ の 要 紫 」 の 意 味 で あ I ) . 衆 生 の 身 心 を 「 五 種 の 要 素 の 集 ま り 」 と し て 分 析 す る も の で あ る 。 す な わ ち ．
衆 生 の 身 心 は 「 色 慈 （ 肉 体 ) 」 「 受 慈 （ 感 覚 ) 」 「 想 謹 （ 表 象 ) 」 「 行 謹 （ 意 志 ) 」 「 識 謹 （ 認 識 ) 」 の 五 慈 の 要 素 か ら 成 る も の
と さ れ る 。
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か い び よ う ど う
じ p う き だ ん じ ん
く 界 平 等 4 9 （ 知 覚 の 構 成 要 素 に 平 等 で あ る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， ［ 苦 の ］ 集 起 を 断 尽 せ し む 。
の う じ ょ し よ し よ
し ゆ じ ゆ う
ぐ 能 除 諸 虚 釦 （ 諸 感 官 を 制 御 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， ［ 八 正 ］ 道 を 修 習 せ し む 。
じ ゃ く め つ
く 蕪 笙 惹 副 > は 法 明 門 に し て , 寂 滅 を 現 証 せ し む 。
< 燃 灌 ， ｮ ( 身 体 に 関 す る 想 念 ) 〉 は 法 明 門 に し て , 身 体 を 厭 離 せ し む 。
じ ゅ ね ん じ ゆ う
ぐ 受 念 住 （ 感 受 に 関 す る 想 念 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 感 受 を 鎮 静 せ し む 。
し ん ね ん じ ゆ う
ぐ 心 念 住 （ 心 に 関 す る 想 念 ) 〉 は 法 明 門 に し て ． 心 を 幻 の 如 き も の と 観 察 せ し む 。
ほ う れ ん じ ゅ う
ぐ 法 念 住 （ 法 に 関 す る 想 念 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， か げ り な き 智 を 生 ぜ し む 認 。
し し よ う だ ん し し よ う ご ん
く 四 正 断 （ 四 正 勤 ) 劃 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 不 善 法 を 断 除 せ し め ，
［ ま た ］ 一 切 の 善 法 を 成 就 せ し む 。
し じ 人 そ く
き ょ う あ ん
く 四 神 足 （ 四 如 意 足 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 身 心 を 軽 安 な ら し む 。
し ん こ ん
く 信 根 （ 教 法 を 信 じ る 能 力 ) > 5 5 は 法 明 門 に し て ， 他 に 導 か れ る 必 要 な き を 得 し む 。
し ょ う じ ん こ ん
く 精 進 根 （ 努 力 精 進 す る 能 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 熟 慮 せ ら れ た る 智 を 具 足 せ し む 。
れ ん こ ん
く 念 根 （ 記 憶 し て 忘 れ な い 能 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 善 業 を 実 践 せ し む 。
じ よ う こ ん
く 定 根 （ 心 を 静 め て 集 中 す る 能 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 心 を 解 脱 せ し む 。
え こ ん
じ ん み よ う
く 慧 根 （ 真 理 を 観 得 す る 能 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 深 妙 な る 観 察 智 弱 を 具 足 せ し む 。
し 入 り き _ ー
< 信 か ‘ （ 教 法 を 信 じ る 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， マ ー ラ （ 悪 魔 ） の 力 を 超 過 せ し む 。
し ょ う じ ん I ） き
ふ た い て ん
く 精 進 力 （ 努 力 精 進 す る 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 不 退 転 と な る を 得 し む 。
ね ん り き
く 念 力 （ 記 憶 し て 忘 れ な い 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 惑 乱 す る こ と な き を 得 し む 。
じ よ う り き
く 定 力 （ 心 を 静 め て 集 中 す る 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 妄 想 を 捨 離 せ し む 。
え り き
さ い ぶ <
く 慧 力 （ 真 理 を 観 得 す る 力 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， ［ 他 者 に ］ 推 伏 さ れ る こ と な き を 得 し む 。
ね ん か く し
く 念 覚 支 5 8 （ 正 念 を 保 つ こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 如 実 に 法 を 了 解 せ し む 。
ち や く ほ う か く し
く 択 法 覚 支 （ 真 実 な る 教 え を 選 ぶ こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 法 を 成 就 せ し む 。
側 「 界 」 ( d h a t u )と は 「 知 覚 の 構 成 要 素 」 を 意 味 し 、 通 常 「 十 八 界 」 と 称 さ れ る 。 十 八 界 と は 「 六 根 （ 眼 ． 耳 ． 鼻 ． 舌 ． 身 ．
意 ) 」 と 「 六 境 （ 色 ． 声 ． 香 ． 味 ． 触 ． 法 ) 」 と 「 六 識 （ 見 ・ 聞 ・ 嗅 ・ 味 ・ 触 ・ 知 ) 」 を 合 計 し た も の で あ る 。 そ れ ら の 「 界 」
の い ず れ に も 執 著 を お こ す こ と な く 平 静 で あ る こ と を 「 平 等 」 と 表 現 し て い る 。 方 広 に は 「 界 性 平 等 」 と 訳 さ れ て い る 。
副 ' 「 虚 」 ( a y a t a n a )と は 「 心 の 作 用 が 起 こ る と こ ろ の 場 」 で あ I ) ,「 根 と 境 と の 接 合 点 」 で あ る 。 六 根 と 六 境 と の 接 合 に よ っ
て 「 対 象 を と ら え る 六 種 の 場 （ 六 つ の 認 識 の 領 域 ； 六 識 ) 」 が 生 じ る と す る 場 合 は ． 「 六 腿 」 あ る い は 「 六 入 」 あ り と さ れ ，
六 根 を 「 内 の 六 入 ｣ ， 六 境 を 「 外 の 六 入 」 と す る 場 合 は ， 合 わ せ て 「 十 二 腿 」 あ る い は 「 十 二 入 」 あ り と さ れ る 。 「 梵 和 大
辞 典 」 に は 「 感 覚 の 領 域 ， 感 官 」 と の 説 明 が あ る 。
5 ! 「 無 生 忍 （ 無 生 法 忍 ) 」 と は 「 一 切 の も の が 不 生 不 滅 で あ る と 認 め る こ と 」 「 も の は す べ て 不 生 で あ る と い う 確 信 ｣ ． 「 忍 は
忍 可 ． 認 知 の 意 で ， 確 か に そ う だ と 認 め る こ と 」 で あ る 。 「 ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 1 3 3 1 頁 参 照 。
5 2 「 念 住 」 と は 「 心 静 か に 観 想 す る こ と 」 で あ る 。
鼠 ‘ 方 広 に は ． こ の 「 法 念 住 」 の 部 分 の 訳 が 欠 落 し て い る 。
尋 ' 「 四 正 断 」 あ る い は 「 四 正 勤 」 と は ． 「 四 種 の 正 し い 努 力 」 で あ り ． 「 す で に 生 じ た 悪 を 除 く よ う に 努 め る こ と 」 「 悪 が 生 じ
な い よ う に 努 め る こ と 」 「 善 が 生 じ る よ う に 努 め る こ と 」 「 す で に 生 じ た 善 を 期 す よ う に 努 め る こ と 」 と 説 明 さ れ る 。 「 佛
教 語 大 辞 典 」 5 2 3 頁 参 照 。
謁 「 根 」 と は ， こ の 場 合 ， 「 悟 り に 至 る た め の 衆 生 の 潜 在 能 力 」 を 意 味 し 、 「 信 根 」 「 輔 進 根 」 「 念 根 」 「 定 根 」 「 慧 根 」 を 合 し
て 「 五 根 」 と い う 。
郭 チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば ， 「 観 察 智 」 で は な く 「 現 前 智 」 で あ る べ き だ が ， 写 本 の 支 持 が な い 。 方 広 に も 「 智 現 前 證 」 と 訳 さ
れ て い る 。
5 7 「 力 」 と は 「 悟 り へ 至 る こ と を 可 能 に す る 衆 生 内 心 の は た ら き 」 を 意 味 し ， 「 信 力 」 「 糀 進 力 」 「 念 力 」 「 定 力 ｣ . 「 ｢ 慧 力 」 を
合 し て 「 瓶 力 」 と い う 。 「 五 力 」 は 「 五 根 」 よ り 上 位 に 位 置 づ け ら れ る 能 力 で あ る 。
郷 「 党 支 」 ( b o d h y - a n g a )と は 「 菩 提 （ 悟 り ） を 得 る た め の 手 段 と な る 主 要 な 実 践 項 目 」 で あ り ． 「 菩 提 分 」 と も 訳 さ れ る ， 「 念
党 支 」 以 下 「 捨 覚 支 」 ま で の 七 項 目 を 「 七 党 支 」 と 称 す る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 鋪 4 ～ 5 章 ）
し ょ う じ ん か く し
て つ ご
く 精 進 覚 支 （ 一 心 に 努 力 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 深 く 徹 悟 せ る 覚 知 を 具 足 せ し む 。
き か く し
さ ん ま い
く 喜 覚 支 （ 正 法 の 実 践 を 喜 ぶ こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 三 昧 を 完 成 せ し む 5 9 ．
き ょ う あ ん か く し
く 軽 安 覚 支 （ 身 心 を 快 適 に 保 つ こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 為 さ る べ き こ と を 遂 行 せ し む 。
じ よ う か く し
え と <
く 定 覚 支 （ 心 を 集 中 し て 乱 さ な い こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 法 の 平 等 性 を 会 得 せ し む 。
し や か く し
く 捨 覚 支 （ 一 切 の 執 著 を 捨 て る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， あ ら ゆ る ［ 輪 廻 へ の ］ 再 生 を 嫌 悪 せ し む 。
し よ う け ん
く 正 見 ㈹ （ 正 し い 世 界 観 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 過 失 な き （ 正 し き ） 道 に 入 ら し む 。
し よ う し ゆ い
く 正 思 惟 （ 正 し い 思 考 法 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， あ ら ゆ る 妄 念 ・ 妄 想 ・ 妄 分 別 を 捨 離 せ し む 。
し よ う ご
く 正 語 （ 正 し い 言 語 表 現 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 文 字 ・ 声 ・ 音 ・ 言 葉 の 道 は
こ だ ま の 如 く ［ 空 し く ］ 且 つ 平 等 な る も の と 了 解 せ し む 。
し よ う ご う
ぐ 正 業 （ 正 し い 行 為 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 業 な く 果 報 な き ［ 境 地 ］ に 至 ら し む 。
し よ う み よ う
く 正 命 （ 正 し い 生 活 方 法 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， あ ら ゆ る 欲 求 を 鎮 静 せ し む 。
し ょ う し ょ う じ ん ひ が ん
く 正 精 進 （ 正 し い 精 進 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 彼 岸 （ 悟 り の 世 界 ） に 達 す る を 得 し む 。
し よ う ね ん
く 正 念 （ 正 し い 憶 念 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 無 念 ・ 夢 想 な る を 得 し む 。
し ょ う じ ょ う
く 正 定 （ 正 し い 禅 定 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 不 動 な る 心 の 三 昧 を 獲 得 せ し む 。
ぼ だ い し 人 さ ん ぼ う し ゆ
く 菩 提 心 （ 菩 提 を 求 め る 心 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 三 宝 種 （ 三 宝 の 系 譜 ） を 断 絶 せ ざ ら し む 。
い ぎ よ う
く 意 楽 （ 目 的 達 成 を 念 願 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 小 乗 を 願 望 す る こ と な か ら し む 。
ぞ う じ ょ う い ざ よ う
か ん し ゆ
く 増 上 意 楽 （ 旺 盛 に し て 高 潔 な る 願 望 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 広 大 な る 仏 法 を 観 取 せ し む 。
< 茄 待 6 ! ( 手 段 と し て の 修 行 ) 〉 は 法 明 門 に し て , 一 切 善 法 を 成 就 せ し む 。
< 希 紘 羅 > ‘ 2 は 法 明 門 に し て ,［ 三 十 二 ] 相 . [ 八 十 ] 鰯 " ・ 仏 国 土 を 清 浄 な ら し め ，
け ん ど ん
け ど
樫 負 な る 衆 生 を 化 度 す る こ と を 得 し む 。
じ か い は ら み つ
む か
あ く し ゅ
く 持 戒 波 羅 蜜 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 無 暇 ［ 虎 ］ ・ 悪 趣 を 超 過 せ し め ，
破 戒 の 衆 生 を 化 度 す る こ と を 得 し む 。
に ん に く は ら み つ
し ん に き ょ ご う
ぐ 忍 辱 波 羅 蜜 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の " 害 意 ・ 悪 意 ・ 愼 悪 ・ 慢 心 ・ 偲 傲 ・
き ょ う い つ
驍 供 を 捨 離 せ し め ， 害 悪 心 あ る 衆 生 を 化 度 す る こ と を 得 し む 。
し ょ う じ ん は ら み つ
ぞ う し ゆ
く 精 進 波 羅 蜜 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 善 根 6 5 法 の 造 修 を 超 越 せ し め ，
怠 惰 な る 衆 生 を 化 度 す る こ と を 得 し む 。
ぜ ん じ よ う は ら み つ じ ん ず う し よ う き
く 禅 定 波 羅 蜜 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 禅 定 と 神 通 と を 生 起 せ し め ，
心 の 迷 乱 せ る 衆 生 を 化 度 す る こ と を 得 し む 。
ち え は ら み つ む み よ う ぐ ち あ ん み よ う う し よ と <
く 智 慧 波 羅 蜜 〉 は 法 明 門 に し て ， 無 明 ・ 愚 擬 の 闇 冥 と ， 有 所 得 6 6 の 謬 見 を 捨 離 せ し め ，
愚 か な る 衆 生 を 化 度 す る こ と を 得 し む 。
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認 原 文 の s a m a d h y a y i k a t a は 意 味 不 明 で あ り , B H S D に も 「 こ の よ う な 造 語 は 理 解 で き な い ， 云 々 」 と 述 べ ら れ て い る 。 今 は ，
チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に 「 三 昧 を 完 成 せ し め る 」 の 意 と み る 。
“ 「 正 見 」 以 下 「 正 定 」 ま で が ． い わ ゆ る 「 八 正 道 」 で あ る 。
6 ! 「 加 行 」 と は 「 正 行 に 対 す る 予 備 行 を い う 」 （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 2 9 3 頁 参 照 ) 。 方 広 に は 「 方 便 正 行 」 と 訳 さ れ て い る 。
6 2 「 布 施 波 羅 蜜 」 以 下 「 智 葱 波 羅 蜜 」 ま で が ． い わ ゆ る 「 六 波 羅 蜜 」 で あ る 。
“ 「 三 十 二 相 」 「 八 十 随 好 」 は 仏 陀 の 身 体 に 具 わ る と さ れ る 吉 祥 な る 特 相 で あ る 。
晩 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 一 切 の 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
“ チ ベ ッ ト 訳 に は 「 根 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
“ 「 有 所 得 」 ( u p a l a m b h a ) と は 「 対 立 す る 見 解 の 一 方 に 執 著 し 選 択 し て ， そ れ を 真 理 で あ る と 思 い 込 む こ と 」 で あ る 。
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< 芳 購 労 ‘ 7 > は 法 明 門 に し て , 檮 鍵 に 応 じ た る 衆 生 の 鱸 を 顕 示 せ し め ．
一 切 の 仏 法 を し て 消 滅 す る こ と な き を 得 し む 。
し じ ょ う じ
し ょ う じ ゆ
く 四 摂 事 6 8 〉 は 法 明 門 に し て ， 衆 生 を 攝 受 し ，
ま た ｡ 菩 提 を 得 た る 者 に " 法 を 馨 菫 7 O す る こ と を 得 し む 。
じ ょ う じ ゆ く し ゆ じ よ う
く 成 熟 衆 生 （ 衆 生 を 教 化 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ，
け ん た い
自 ら の 安 楽 に 執 著 す る こ と な く ［ 且 つ ］ 倦 怠 す る こ と な き を 得 し む 。
じ ゅ じ し よ う ぽ う
ぞ う ぜ ん
く 受 持 正 法 （ 正 法 を 受 持 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 衆 生 の 雑 染 7 1 を 捨 離 せ し む 。
ふ く と く し り ょ う
く 福 徳 資 糧 （ 福 徳 を 集 積 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 衆 生 の 生 活 を 扶 助 す る こ と を 得 し む 。
ち し り ょ う
く 智 資 糧 ( 智 を 集 積 す る こ と ) > は 法 明 門 に し て ,‘ 糊 " を 成 就 せ し む 。
じ ゃ く し し り ょ う
く 寂 止 資 糧 （ 心 の 寂 静 を 集 積 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 如 来 の 三 昧 を 獲 得 せ し む 。
し よ う か ん し り ょ う
ち え げ ん
く 勝 観 資 糧 （ 正 し い 観 察 を 集 積 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 智 慧 眼 を 獲 得 せ し む 。
に ゅ う む げ げ む げ べ ん
ほ う げ 人
く 入 無 磯 解 （ [ 四 ］ 無 礪 辮 7 3 に 悟 入 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 法 眼 を 獲 得 せ し む 。
き え
ぶ つ ; f 人
く 帰 依 （ 依 虚 に 帰 命 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 仏 眼 を し て 清 浄 な ら し む 。
ぎ や く と く だ ら に お く じ
く 獲 得 陀 羅 尼 （ 陀 羅 尼 7 4 を 獲 得 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 仏 説 を 憶 持 す る こ と を 得 し む 。
ぎ や く と く べ ん さ い
く 獲 得 糯 才 （ 辮 才 を 獲 得 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 衆 生 を 善 説 も て 満 足 せ し む 。
じ ゅ 人 ぽ う に 人
に ん ち
ず い じ ゆ 人
く 順 法 忍 （ 順 当 な る 法 を 忍 知 し 安 住 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 仏 法 に 随 順 す る を 得 し む 。
む し よ う ぼ う に 人
く 無 生 法 忍 （ 不 生 不 滅 の 法 性 を 忍 知 し 安 住 す る こ と ) 〉 は 法 明 門 に し て ，
じ ゆ き
授 記 （ 未 来 成 仏 の 予 言 ） を 穫 得 せ し む 。
ふ た い て ん じ
く 不 退 転 地 （ 再 び 退 転 せ ざ る 地 位 ) 〉 は 法 明 門 に し て ， 一 切 の 仏 法 を 成 就 せ し む 。
し ょ じ ぞ う し ん ち
く 諸 地 増 進 智 （ 次 第 に 高 き 位 に 進 む 智 ) 〉 は 法 明 門 に し て ，
い つ き い ち ち
か ん じ よ う ．
一 切 智 智 7 5 ［ の 位 ］ の 灌 頂 を 受 く る を 得 し む 。
< 潅 餓 7 ‘ > は 法 明 門 に し て , 入 胎 . 誕 生 . 出 家 . 苦 行 . 菩 提 道 場 へ の 往 詣 ．
ぽ だ い ど う じ よ う お う け い
ご う ぶ <
し よ う と く て ん ぼ う り ん だ い は つ れ は ん
マ ー ラ （ 悪 魔 ） の 降 伏 ・ 菩 提 の 證 得 ・ 転 法 輪 ・ 大 般 浬 藥 を 示 現 す る こ と を 得 し む 。
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6 7 「 方 便 善 巧 」 と は 「 衆 生 を 導 く 教 化 方 法 が 非 常 に 巧 み で あ る こ と 」 で あ る 。
㈱ 「 四 摂 事 」 と は 「 衆 生 を 包 容 し 導 く た め の 四 極 の 徳 行 」 で あ I ) .「 布 施 （ 他 者 に 施 す こ と ) 」 「 愛 語 （ 他 者 に や さ し く 語 る こ
と ) 」 「 利 行 （ 他 者 の 利 益 を 図 る こ と ) 」 「 同 事 （ 他 者 と 協 同 す る こ と ) 」 の 四 を い う 。
的 チ ベ ッ ト 訳 で は 「 菩 提 を 得 た る の ち 」 と 訳 さ れ て い る 。
7 ' ) 「 審 察 」 ( p r a t y a v e k S a D a ) と は 「 詳 し く 吟 味 す る こ と 」 で あ る 。 こ こ で は ，「 い っ た ん 菩 提 （ 悟 り ） を 得 た も の が ． そ の 自
證 の 法 の 正 し さ を 検 査 し て 確 か め る 作 業 」 を 意 味 す る と 思 わ れ る 。 「 上 巻 」 で は 「 領 解 （ り ょ う げ ) 」 と 訳 し た が ， 適 訳 で
は な い の で 「 審 察 」 に 訂 正 す る 。
7 ! 「 雑 染 」 ( s a m k l e S a ) と は 「 輪 廻 の 因 と な る 一 切 の 有 漏 法 」 を い う 。「 悪 趣 に 堕 ち る 因 と な る 悪 性 」 は 「 染 汚 」 ( k l i s t a ) と
呼 ば れ る が ， 「 善 趣 も 悪 趣 も 含 め て 輪 廻 す る 因 と な る 善 性 ， 悪 性 ， 善 悪 無 記 性 の 一 切 の 法 」 は 「 雑 染 」 と 呼 ば れ ， 「 煩 悩 雑
染 」 「 業 雑 染 」 「 生 雑 染 」 の 三 類 に 分 け ら れ る 。 「 総 合 佛 教 大 辞 典 」 （ 法 蔵 館 ） 8 8 9 頁 参 照 。
7 2 「 十 力 」 と は 「 仏 陀 に 特 有 の 十 種 の 智 慧 の 働 き 」 で あ る （ 前 号 の 拙 訳 に 注 記 済 み ) 。
7 3 「 四 無 磯 辮 」 ま た は 「 四 無 礁 解 」 と は ， 四 種 の 「 自 由 自 在 で 障 り の な い ， 四 種 の 理 解 表 現 能 力 （ 智 弁 ) 」 で あ る （ 前 号 の 拙
訳 に 注 記 済 み ) 。
7 ‘ ! 「 陀 羅 尼 」 と は 「 神 秘 的 な 呪 文 効 果 を 持 つ 章 句 」 で あ る （ 前 号 の 拙 訳 に 注 記 済 み ) 。
7 5 「 一 切 智 智 」 ( s a r v a j n a j n a n a ) と は 「 一 切 智 者 の 智 ． す べ て を 知 り 尽 く す 智 」 の 意 で あ る （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」6 0 頁 参 照 ) 。
方 広 に は 「 一 切 智 位 」 と 訳 さ れ て い る 。
ｱ 6 「 瀧 頂 地 」 ( a b h i s e k a - b h U m i ) に つ い て ．「 佛 教 語 大 辞 典 」 ( 1 9 3 頁 ） に は 「 菩 薩 の 修 行 の 階 梯 の 一 つ 」 と の み 説 明 さ れ て い
る が ． 「 図 説 佛 教 語 大 辞 典 」 （ 中 村 元 編 著 ， 昭 和 6 3 年 ． 東 京 杏 籍 ， 3 4 7 頁 ） に 掲 示 さ れ て い る 「 十 地 」 の リ ス ト 中 ．「 梵 文 「 大
事 」 の 十 地 」 の 第 十 位 と し て 挙 げ ら れ て い る 「 瀧 頂 位 」 ( a b h i s e k a ) ． 及 び 「 大 乗 初 期 の 十 地 」 の 第 十 位 と し て 挙 げ ら れ て
い る 「 潅 頂 」 ( a b h i S e k a p r a p t a ) の 位 を 意 味 す る も の と 考 え ら れ る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
諸 君 ， こ れ ら が す な わ ち 百 八 " の 法 明 門 に し て ， ［ 一 生 補 虚 の ］ 菩 薩 が 下 生 せ ん と す る 時 に ， 必
せ ん せ つ か い じ
ず 天 神 衆 に 対 し て 宣 説 開 示 せ ら る べ き と こ ろ の も の な り 」 ［ と ] 。
更 に ま た ， 比 丘 ら よ ・ こ の 法 明 門 の 章 を 菩 薩 が 宣 説 せ る 時 ， か の 天 神 衆 の 中 の 八 万 四 千 名 の 天 子
た ち が , 無 上 正 等 覚 を 求 め る 心 ( 菩 提 心 ) を 起 こ し た り 。 ま た ,L 稽 謝 筬 馳 る ｱ s 三 万 二 千 名 の 天
ひ じ よ う し よ う と う が く
ぼ だ い し ん
子 た ち は , 無 生 法 忍 を 得 た り 。 ま た , 三 十 六 維 参 7 ， の 天 子 た ち が , 諸 法 に 対 す る , 無 塵 に し て 鍔
む し よ う ぼ う に ん
ほ う げ 入
れ な き ， 清 浄 な る 法 眼 を ［ 得 た り ] 。 ま た ， 兜 率 天 宮 は ， 至 る と こ ろ ， 天 の 花 に よ っ て ， 膝 の 高 さ
に ま で 覆 わ れ た り ｡
い っ そ う
か く し て ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， そ れ ら の 天 神 衆 を な お 一 層 喜 ば し め ん が た め に ， そ の 時 ， 次 の 偶
を 説 き た ま え り 。
1 . 兜 率 天 の 端 厳 な る 宮 殿 よ り ，
に 入 ち ゅ う
人 中 の 獅 子 な る 導 師 が 下 生 せ ん と す る 時 ，
諸 天 神 に 告 げ た ま わ く ，
ほ う い つ
「 す べ て の 放 逸 を 捨 て よ 。
2 ． 心 に よ り 思 念 せ ら れ た る ， 天 上 の ，
し よ う ご 人
光 輝 あ る ， 快 楽 の 荘 厳 な る も の は ，
じ ょ う ご う
す べ て ， 浄 業 の 因 に よ る も の に し て ，
ど う
こ れ す な わ ち ， 善 浄 な る 業 の 果 報 な り 。
3 ． そ れ 故 に ， ［ 汝 ら は ］ 所 作 ［ の 恩 恵 ］ を 知 る 帥 者 た れ 。
こ の 世 に お い て 8 1 , 新 し き 8 噌 勤 繊 稲 怠 鯛 せ し め て 「 し ま っ て .そ の 結 果 ｣ ．
と こ ろ
不 善 に し て 苦 痛 を 感 受 す る 虚 な る ，
諸 悪 道 に ， 再 び 制 赴 く こ と な か れ ◎
4 ． わ れ に 対 す る 尊 重 心 を 生 じ て ，
聴 か れ た る と こ ろ の ， こ の 法
そ れ に つ い て ， ［ 汝 ら が ］ 修 学 す れ ば ，
必 ず や ， 限 り な き 安 楽 を 得 く し 。
け ん じ っ
5 ． 一 切 の 愛 欲 は ， 無 常 に し て ， 堅 実 な ら ず ，
じ よ う こ う
常 恒 な ら ざ る こ と ， 夢 の 如 く に し て ，
か げ ろ う
幻 や 陽 炎 の 如 く ， ［ ま た ］
3 3 8
方 数 え て み る と ， 実 際 に は 「 百 九 」 が 挙 げ ら れ て い る 。 方 広 に は 「 法 念 住 」 が 欠 け て い る の で 「 百 八 」 と な る 。
稲 「 宿 業 の 成 熟 せ る 」 ( p U r v a p a r i k a r m a k r t a ) と は 「 過 去 の 業 を 清 浄 な る も の と し た 」 ま た は 「 前 段 階 の 準 備 を な し 終 え た 」
の 意 で あ ろ う 。 「 梵 和 大 辞 典 」 に は 「 宿 業 成 熟 」 の 訳 例 が 示 さ れ て い る 。
刃 チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 「 那 由 多 」 ( n a y u t a ) で は な く「 拘 砥 」 ( k o t i ) で あ る 。
a ) k r t a j n a は 通 常 「 恩 を 知 る 」 の 意 で あ り ，「 上 巻 」 に も そ の よ う に 訳 し た が ． 原 義 は 「 過 去 に な さ れ た 行 為 の 果 報 の 有 難 さ
を 感 じ る こ と 」 と 思 わ れ る の で ． 「 所 作 ［ の 恩 恵 ］ を 知 る 」 と 訂 正 す る 。 方 広 に は 「 鯉 思 報 」 と 訳 さ れ て い る 。
8 ! 「 こ の 世 に お い て 」 ( i h a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 こ の 」( h d i ) と 訳 さ れ て い る 。
鼬 原 文 の a p U r v a ( 新 し き ） は 文 脈 に 合 わ な い 。 チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば p U r v a( 過 去 の ； 前 世 の ） と 見 る べ き で あ る 。 韻 律 を
念 頭 に お け ば ． 原 文 は s u p U r v a [ s u は 後 置 の s a m c a y a m ( 積 聚 を ） に か か る ．t a d の a c c .s g の 語 形 ］ で あ っ た も の と 思
わ れ る が ， 写 本 の 支 持 が な い 。 も し s u p U r v a と 校 訂 す れ ば ，「 こ の 世 に お い て ． か の 前 世 の 浄 業 の 穣 聚 を 消 尽 せ し め て 」
と 訳 す こ と に な る 。
卿 「 消 尽 」 は ． 方 広 に は 「 消 歌 」 と 訳 さ れ て い る 。
勝 ｜ チ ベ ッ ト 訳 に は 「 再 び 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
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ほ う ま つ や す
電 光 や 泡 沫 に 似 て ， 移 る い 易 し 。
愛 欲 の 享 楽 に よ っ て は ，
あ た か も 海 水 を 飲 む が 如 く ， 満 足 に 至 る こ と な し 。
む じ ん
無 塵 に し て ， 超 世 間 的 な る ，
聖 な る 弱 智 慧 を 有 す る 者 た ち ［ の み ］ が 満 足 を 得 る
き ょ う じ ＠ う ぎ が く
ア プ サ ラ ス （ 天 女 ） た ち と 共 住 し ， ま た ， 伎 楽 す 〃
劇 場 に あ る が 如 く に し て ，
あ た か も ， 観 劇 衆 が ， 座 を な し て ，
互 い に 去 り て は ［ 再 び ］ 集 ま る が 如 し 蹄 。
う い
有 為 ［ の 世 界 ] 8 7 に あ り て は ，同 伴 者 な く ，
け ん ぞ <
友 も 親 族 も ， 春 属 （ 従 者 ） も な し 。
た だ ， ［ 当 人 に よ っ て ］ 為 さ れ た る 善 業 が 錦 ，
ず い じ ゅ う
随 従 し て ， 背 後 よ り 来 る の み な り 。
そ れ 故 に ， ［ 汝 ら は ］ 共 に 和 合 的 し て ，
じ し ん り や く し ん
互 い に ， 慈 心 と 利 益 心 9 0 と を 起 こ し ，
ほ う ぎ よ う ご ん し ゅ
法 行 9 1 を 勤 修 せ よ 。
ぜ ん ぎ よ う
善 行 を 為 せ る 者 た ち は 苦 悩 す る こ と な し 。
仏 と 法 と 僧 と を ［ 思 念 し ] ，
ふ ほ う い つ








た も ん じ か い ふ せ あ い ぎ よ う
多 聞 蛇 と 持 戒 と 布 施 と を 愛 楽 し 蝿 ，
に ん に く
忍 辱 を 有 し ， 柔 和 を 具 足 せ よ 。
l l . 無 常 な る ， 苦 な る ， 且 つ ， 無 我 な る ，
こ れ ら の 諸 法 （ 有 為 法 ） を ， 正 し く 観 察 せ よ 。
［ そ れ ら の 諸 法 は ］ 因 縁 の 和 合 せ る も の に し て ，
ず い て ん
所 有 者 な く ， 覚 知 な く し て ， 随 転 す 。
じ ん り 哲
1 2 . わ れ の 有 す る ， あ ら ゆ る 神 力 と ，
べ ん さ い
弁 才 と 智 の 徳 性 別 と を ［ 汝 ら は ］ 見 よ 。
鰯 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 聖 な る 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
灘 ; 方 広 に は 「 同 會 城 邑 中 暫 聚 便 離 散 」 と 訳 さ れ て い る 。
鰯 「 有 為 」 ( s a m s k r t a )と は 「 因 と 縁 と の 和 合 に よ っ て つ く り だ さ れ る 諸 現 象 」 を い う 。 「 生 滅 変 化 す る 無 常 の も の す べ て 」
で あ る 。 こ れ に 対 し て 「 因 果 関 係 を 離 れ ． 生 滅 変 化 を 超 え た 常 住 絶 対 の 真 理 」 （ す な わ ち 「 浬 薬 ｣ ） を 「 無 為 」 と い う 。 「 佛
教 語 大 辞 典 」 7 9 頁 1 3 1 2 参 照 。
糊 ド ゥ ・ ヨ ン グ 著 ／ 平 川 彰 訳 「 仏 教 研 究 の 歴 史 」 （ 7 3 頁 ） に は ， 原 文 の k a r m a s u k r t a d の も と の 読 み は k a r m a s u k r t a m で あ っ
た に 違 い な い と さ れ て い る 。 原 文 を 尊 重 す れ ば ． こ の 半 偶 は 「 た だ 業 の み が ． よ く 為 さ れ た の ち に ， 随 従 し て 背 後 よ り 来
る の み な り 」 と 訳 す べ き か ？
鋤 こ の 場 合 の 「 和 合 」 と は 「 仲 よ く 団 結 す る こ と 」 を 意 味 す る 。
帥 「 利 益 心 」 と は 「 他 人 に 恵 み を 与 え よ う と す る 心 」 で あ る 。
9 ！ こ の 場 面 で の 「 法 行 」 ( d h a r m a . c a r a n a ) は 「 道 徳 的 に 正 善 な る 行 為 」 を 意 味 す る 。
9 2 「 多 聞 」 ( S r u t a )と は 「 学 識 博 識 （ を 求 め る こ と ) 」 を 意 味 す る 。 「 広 く 聞 い て 学 び 知 識 を 増 や す こ と ， 及 び そ の 結 果 得
ら れ た 学 識 」 が 多 聞 で あ る 。
” 「 愛 楽 」 と は 「 喜 ん で 願 い 求 め る こ と 」 で あ る 。
例 「 智 の 徳 性 」 は ． チ ベ ッ ト 訳 に は 「 智 自 在 」 と 訳 さ れ て い る 。
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す べ て は ， 浄 業 の 因 よ り 生 じ た る も の に し て ，
持 戒 と 多 聞 と ， 不 放 逸 と に よ る も の な り 。
1 3 . [ 汝 ら は ］ わ れ の 持 戒 と 多 聞 と ，
不 放 逸 と 布 施 ［ 行 ］ と 修 養 9 5 と ，
自 制 と を 模 範 と し て ， 修 学 せ よ 。
り や く
衆 生 の た め に ， 利 益 の た め に ． 友 情 の た め に 。
1 4 ． 言 葉 や 音 や 声 の み に よ っ て は ，
あ た
善 法 を 成 就 す る 能 わ ざ る な り 。
［ 汝 ら は ］ 堅 固 な る 修 行 を な し て ，
語 る が 如 〈 に 実 行 せ よ 。
1 5 . 他 者 に か か ず ら う こ と な か れ 妬 。
ふ ん れ い
常 に ， 自 ら ， 奮 励 し て 努 力 せ よ 。
誰 か が 為 し て ［ 自 分 に ］ 与 え る と い う こ と な く ，
ま た ， ［ 自 ら ］ 為 さ ず し て ， ［ 何 か を ］ 成 就 す る こ と も な し 。
1 6 . か つ て ， 輪 廻 に 転 生 し つ つ ，
感 受 せ る と こ ろ の 苦 を ， ［ 汝 ら は ］ 想 起 せ よ 。
［ 汝 ら は 9 7 ］ 虚 偽 ［ な る も の ］ に 専 心 し た る が 故 に ，
ね は ん り と ん
浬 藥 と 離 貧 9 8 と に 達 せ ざ り き 。
ち く ' う
う か
1 7 . そ れ 故 に ,[ 仏 説 に 値 遇 的 す る ］ 好 機 （ 有 暇 ' 側 ） と ，
友 と ， 適 切 な る 居 住 地 と ， ま た ，
最 勝 な る 法 の 聴 聞 と を 得 て ，
と ん よ く ぼ ん の う
［ 汝 ら は 今 こ そ ］ 貧 欲 等 の 煩 悩 を 滅 除 せ よ 。
き ょ ご う
1 8 ． ［ 汝 ら は ］ 慢 心 ・ 据 傲 ・ 厚 顔 を 捨 て ，
常 に 正 直 に , か つ 温 和 に し て , 識 1 0 ! な ら ず ，
浬 藥 の 行 に 専 心 し ，
げ ん し よ う し よ う ご ん
正 道 を 現 證 す べ 〈 精 勤 せ よ 。
〈 ’ ち じ よ く え
あ ん み よ う
1 9 . [ 汝 ら は ］ 愚 癌 と 濁 稜 ' 0 2 と［ か ら 成 る と こ ろ ］ の 闇 冥 の す べ て を ，
智 慧 の 燈 明 に よ っ て ， 消 散 せ し め よ 。
ず い め ん
随 眠 ' 0 3 を 伴 う 罪 過 の 網 を ，
こ ん 雪 う し 上
智 の 金 剛 杵 ' 0 ' を も っ て ， 断 除 せ よ 。
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蝿 原 語 d a m a を 「 上 巻 」 で は 「 訓 練 」 と 訳 し た が ，「 修 養 」 に 訂 正 す る 。
蝿 チ ベ ッ ト 訳 は 「 他 者 の 談 話 の 機 会 を 分 断 す る な か れ 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て お り ， 方 広 に は 「 勿 復 観 他 過 」 と 訳 さ れ
て い る 。
鯨 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 汝 ら は 」 に 当 た る 訳 語 ( k h y e d c a g ) が あ る 。
蝿 「 離 寅 」 ( v i r a g a ) と は 「 食 欲 を 離 れ た 境 地 」 の 意 で あ る 。
” 「 値 遇 」 と は 「 出 会 う こ と 」 「 め ぐ り あ う こ と 」 で あ る 。
I 似 ) ｢ 有 暇 」 ( k s a n a ) と は 「 仏 説 に 値 遇 で き る 生 虚 」 で あ り ．人 間 界 を さ す 。 「 八 無 暇 に 対 す る 一 有 暇 」 と 言 わ れ る 。
' 0 1 ｢ 諮 曲 」 と は 「 他 人 に へ つ ら っ て 自 分 の 心 を 曲 げ る こ と 」 で あ る 。
' 1 鰹 ｢ 濁 機 」 ( k a l u s a ) と は 「 心 を 汚 す 不 浄 な 欲 望 」 を 意 味 す る 。
! ( 剛 ｢ | 樋 眠 」 ( a n u S a y a ) と は 「 表 面 に 現 れ た 煩 悩 に 対 し て 、 い ま だ 表 面 化 し な い 煩 悩 。 内 心 に 潜 む 悪 へ の 傾 向 」 の こ と 。
1 1 川 ｢ 金 剛 杵 」 ( v a j r a )と は ， 「 金 剛 （ ダ イ ヤ モ ン ド ） の よ う に 堅 固 で ， ど ん な も の で も 打 ち 砕 く と さ れ る 武 器 」 で あ る 。 「 煩
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2 0 ． な ん す れ ぞ ， ［ わ れ は ］ 多 く を 語 る べ け ん や 。
汝 ら に と っ て 有 意 義 な る 法 あ り 。
汝 ら が そ こ に 住 す る こ と な か り せ ば ．
そ こ に お い て ， 法 に 罪 責 あ る こ と な し （ 汝 ら の 罪 な り ) 。
2 1 . わ れ が 菩 提 を 證 得 し て ，
不 死 に 導 く 法 の 雨 を 降 ら し め る ． そ の 時 ．
［ 汝 ら は ］ 再 び ， 清 浄 な る 心 を も っ て ，
最 勝 な る 法 を 聴 聞 す べ < ， 来 集 せ よ ｡ 」 と 。
[ 以 上 ］ 「 法 明 門 品 」 と 名 づ け る 第 4 章 な り 。
第 5 章 （ 出 立 品 ）
か く の 如 く ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， 彼 ら 多 く の 天 神 衆 に ， か く の 如 き 正 法 の 説 を 示 現 し ， 教 化 し ，
励 ま し ， 歓 喜 せ し め ， 別 れ を 告 げ た る の ち ， 吉 祥 な る 天 神 衆 に 告 げ た り 。 「 諸 君 ， わ れ は ジ ャ ン プ
え ん ぶ だ い げ し よ う
ド ヴ イ ー パ ( 閻 浮 提 ) に 下 生 せ ん ｡ わ れ , か つ て 菩 薩 行 を 勤 權 せ る 時 , 諸 衆 生 は , 布 施 と 愛 語 と
ふ せ あ い ご
り ぎ よ う ど う じ し し ょ う じ
か ん た い
む じ よ う し よ う と う が く
利 行 と 同 事 と の く 四 摂 事 〉 を も っ て ［ わ れ を ］ 款 待 せ り 。 ［ そ れ 故 ］ 諸 君 今 ， わ れ が 無 上 正 等 覚
げ ん と う が く
ふ に よ り
を も っ て 現 等 覚 ' 蝿 す る こ と が な か り せ ば ， そ れ は 不 如 理 （ 理 に か な わ ざ る こ と ） に し て ， 恩 を 知 ら
ざ る こ と と な る べ し 」 ［ と ] 。
と そ っ て ん
て い き ゅ う
そ の 時 彼 ら ， 兜 率 天 に 属 す る 天 子 衆 は ， 涕 泣 し つ つ ， 菩 薩 の 両 足 を 捉 え て ， か く の 如 く 言 え り 。
ぜ ん し
お ん み お
と そ っ て ん < ' う
｢ 実 に ， 善 士 よ 1 帖 , 御 身 が 居 ら ざ れ ば ，こ の 兜 率 天 宮 は 光 輝 あ る こ と な か ら ん 」 ［ と ] 。 時 に ， 菩 薩 は ，
彼 ら 多 く の 天 神 衆 に ｡ か く 語 り き 。 「 こ の マ イ ト レ ー ヤ ( 鍋 ) 1 , 7 菩 薩 が , 汝 ら に 法 を 説 く べ し 」
か ん え い
ほ う か ん
[ と ] 。 そ れ か ら ， 菩 薩 は ， 自 ら の 頭 上 よ り ， 冠 櫻 （ 王 位 を 示 す 絹 布 ） と 宝 冠 と を 取 り は ず し ， マ イ
ト レ ー ヤ 菩 薩 の 頭 上 に 置 け り 。 そ し て ， か く の 如 く 述 べ た り 。 「 善 士 よ ， 御 身 は ， わ が あ と に ， 無
上 正 等 覚 を 現 等 覚 す べ し 」 ［ と ] 。
か く し て ， 菩 薩 は マ イ ト レ ー ヤ 菩 薩 を 兜 率 天 宮 に お い て 即 位 せ し め た る の ち ， 再 び ， 彼 ら 多 く の
天 神 衆 に 呼 び か け た り 。 「 諸 君 ， わ れ は 如 何 な る 姿 を も っ て 母 の 胎 内 に 入 る べ き や 」 ［ と ] ・ そ の 時 ，
あ る 者 た ち は 言 え り ， 「 諸 君 ' 嘘 ， ［ 菩 薩 は ］ 人 間 の 姿 を も っ て ［ 母 胎 に 入 る べ き な り ] 」 ［ と ] 。 あ る 者
た ち は 言 え り ， 「 シ ャ ク ラ （ 帝 釈 天 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は 言 え り ， 「 ブ ラ フ マ ン （ 梵 天 ）
の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は 言 え り ， 「 マ ハ ー ラ ー ジ カ ' 的 （ 大 天 王 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は
3 4 6
悩 を 破 砕 す る 菩 提 心 の 象 徴 」 と し て も 用 い ら れ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 4 2 0 頁 参 照 。
' 鴫 ｢ 現 等 覚 」 ( a b h i s a m b u d d h a ) と は 「 も の を あ る が ま ま に 見 る と こ ろ の ， 正 し く て 完 全 な 悟 り を 得 る こ と 」 を い う 。
' 1 応 ｢ 善 士 」 ( s a t p u r u S a ) と は 「 立 派 な 人 」 の 意 。「 ぜ ん じ 」 と も 読 む 。
' ( " ｢ 弥 勒 」( m a i t r e y a ) は ， 釈 迦 菩 薩 の 次 に 兜 率 天 か ら 下 生 し て 成 仏 す る こ と に な っ て い る 菩 薩 で あ り .5 6 i g 7 千 万 年 後 に 弥
勒 仏 と し て 出 現 す る と さ れ る 。 「 弥 勒 」 は 音 写 で あ る が . m a i t r e y a は 「 慈 悲 深 い 」 の 意 味 で あ る か ら ．「 慈 氏 」 と も 漢 訳
さ れ る 。
I 側 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 諸 君 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
! 0 9 m a h a r a j i k a は 通 常 「 四 大 天 王 ( 持 国 天 , 増 長 天 . 広 目 天 ， 多 聞 天 ) 」 を 意 味 す る が ，「 梵 和 大 辞 典 」 に は 「 ヴ イ シ ュ ヌ ( V i s n u )
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ら
言 え り ， 「 ヴ ァ イ シ ュ ラ マ ナ ' ' 0( 毘 沙 門 天 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は 言 え り ， 「 ラ ー フ （ 羅
ご
I R ) ! ' ] の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は 言 え り ，「 ガ ン ダ ル ヴ ァ （ 乾 閏 婆 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た
ち は 言 え り ， 「 キ ン ナ ラ （ 緊 那 羅 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は 言 え り ， 「 マ ホ ー ラ ガ （ 摩 猴 羅 迦 ）
の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は 言 え り ， 「 マ ヘ ー シ ュ ヴ ァ ラ （ 大 自 在 天 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た
ち は 言 え り ， 「 月 （ 月 神 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ る 者 た ち は 言 え り ， 「 太 陽 （ 日 神 ） の 姿 を も っ て ｣ 。 あ
る 者 た ち は 言 え り ， 「 ガ ル ダ （ 金 翅 烏 ） 王 の 姿 を も っ て 」 ［ と ] 。 そ こ に お い て ， ウ グ ラ テ ー ジ ャ
ぼ ん し ゆ て ん
み よ う じ ゅ う
ス ' ' 2 と 名 づ け る ， 梵 衆 天 の 天 子 に し て ， か つ て 仙 人 の 生 ' ' 3 を ［ を 受 け ， そ れ ］ よ り 命 終 し て ， 無 上
正 等 覚 よ り 退 転 せ ざ る も の と な り し 者 あ り 。 彼 は ， か く の 如 く 言 え り 。 「 諸 婆 羅 門 の 聖 典 た る ヴ ェ ー
ダ の 論 書 の 文 句 ' M に 伝 え ら れ る と こ ろ に よ れ ば ， 実 に ， か く の 如 き 姿 を も っ て ， 菩 薩 は 母 の 胎 に 入
る べ き な り 。 而 し て ， そ れ は 如 何 な る も の か 。 ［ す な わ ち ］
l . [ 身 体 の ］ 極 め て 大 な る ， 最 勝 な る 象 に し て ，
ろ く げ
六 牙 あ り て ， 黄 金 の 網 に 覆 わ れ ，
ま ば ゆ く 輝 き ， 頭 頂 は 深 紅 色 に し て ，
水 晶 ' ' 5 の こ ぼ れ る ［ が 如 き ］ 容 色 を 有 し ， 威 厳 あ り 。
2 ． そ の 色 相 を 聞 け ば ，
婆 羅 門 の ヴ ェ ー ダ に お け る 論 書 を 真 実 に 知 る 者 は ，
「 [ そ の 者 は ］ 三 十 二 相 を 有 す る 者 と な ら ん 」 と ，
き く っ
ま さ に 真 実 に ， 記 別 （ 予 言 ） を な す 」 ［ と ] 。
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か く の 如 く ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， 誕 生 の 時 を 観 察 し た る の ち ， 兜 率 天 の 端 厳 な る 宮 殿 に 住 し な が
ず い そ う
ら ， シ ユ ド ー ダ ナ 王 の 最 勝 な る 宮 殿 に ， 八 種 の 瑞 相 を 顕 現 せ し め た り 。 八 種 と は 如 何 な る も の か 。
き り か ぶ い ば ら
が れ き か ん す い
す な わ ち ， そ の 宮 殿 に は 雑 草 ・ 切 株 ・ 鰊 ・ 砂 利 ・ 瓦 礫 な く ， 無 垢 に し て ， よ く 潅 水 せ ら れ ， き れ
じ ん あ い
い に 清 掃 せ ら れ ， 暴 風 ' ' 6 ． 闇 ・ 塵 挨 は 除 か れ ， 虻 ・ 蚊 ・ 蝿 ・ 蛾 ・ 蛇 蝸 は 去 り ， 花 に 満 ち あ ふ れ ， 手
へ い せ い
あ ん り ゅ う
の ひ ら の 如 く 平 斉 に し て ， 安 立 せ り 。 こ の ， 第 一 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
せ つ せ ん
ま た ， 山 王 た る 雪 山 （ ヒ マ ラ ヤ ） に 住 す る と こ ろ の パ ッ ト ラ グ プ タ ・ シ ュ カ ・ シ ャ ー リ カ ー ・ コ ー
キ ラ ・ ハ ン サ ・ マ ユ ー ラ ・ チ ャ ク ラ ヴ ァ 一 カ ． ク ナ ー ラ ・ カ ラ ヴ イ ン カ ・ ジ ー ヴ ァ ン ジ ー ヴ ァ カ ' ' 7
等 の ， 色 々 の 美 し き 羽 翼 を 有 し ， 魅 力 あ る 愛 ら し き 声 も て さ え ず る 烏 群 ， そ れ ら が 来 集 し て ， シ ュ
ろ だ い
そ う か り ょ う ぼ う
ド ー ダ ナ 王 の 最 勝 な る 宮 殿 の 露 台 ・ 小 塔 ・ 塔 門 ・ 窓 架 ・ 涼 房 ・ 重 閣 ・ 高 楼 の 上 に 止 ま り て ， 歓 楽 し ，
喜 悦 を 生 じ て ， そ れ ぞ れ の 鳴 き 声 を 響 か し め た り 。 こ の ， 第 二 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
ま た ， シ ユ ド ー ダ ナ 王 の ， 美 し き 庭 園 や 美 し き 森 や 美 し き 園 林 に あ り し ， 色 々 の 季 節 に 属 す る
神 の 称 」 と さ れ て い る 。
1 1 0 ・ P
v a l s r a m a n a は 北 方 を 守 護 す る 大 天 王 で あ り ．「 毘 沙 門 天 」 と 音 訳 さ れ ， 「 多 聞 天 」 と 意 訳 さ れ る 。
l l l r a h u は 「 日 蝕 や 月 蝕 を 起 こ す と さ れ る 阿 修 羅 王 」 で あ る 。
' ' 2 原 語 u g r a t e j a s は ， い く つ か の 写 本 ． 及 び チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に a g r a t e j a s と 読 む べ き か も し れ な い 。
l l 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 生 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
' ' ' チ ベ ッ ト 訳 に は 「 文 句 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
l l 5 チ ベ ッ ト 訳 で は 「 頬 」 に 当 た る 訳 語 が 用 い ら れ て お り ． 梵 語 の 「 水 晶 」 と 合 わ な い 。
1 1 6 ｢ 暴 風 」 は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 挨 ま み れ の 風 」 と 訳 さ れ て い る 。
l l 7 こ れ ら の 鳥 名 の 原 語 は 前 か ら 順 に ．p a t t r a g u p t a ,S u k . S a r i k a , k o k i l a , h a m s a . m a y n r a , c a k r a v a k a ・ k u n a l a ・ k a l a v i n k a ,
j i v a m j i v a k a で あ る 。
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種 々 な る 花 樹 や 果 樹 ， そ れ ら の 全 て は 花 咲 き ， 花 開 き た り 。 こ の ， 第 三 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
ま た ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 の ， 水 の 使 用 の た め に 造 ら れ た る ［ 諸 々 の ］ 池 あ り ， そ れ ら の 全 て が ， 幾
コ ー テ ィ ー ニ ユ タ
お お
百 千 拘 砥 尼 由 多 も の 葉 を つ け た る ， 大 き さ は 車 輪 ほ ど も あ る ［ 大 ] 蓮 華 に よ っ て 覆 わ れ た り 。 こ の ，
第 四 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
3 5 0 ま た ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 の 最 勝 な る 宮 殿 に お け る ， 牛 酪 ・ 油 ・ 蜜 ・ 甘 蕨 汁 ・ 砂 糖 を は じ め と す る ，
諸 種 の 食 物 な る も の ， そ れ ら は ， 食 せ ら れ つ つ も 尽 き る こ と な く ， ま さ に 満 杯 と な っ て 現 れ た り 。
こ の ， 第 五 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
た ん 二 人 し ゅ み よ う
ま た ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 の 端 厳 殊 妙 な る 宮 殿 の 大 中 宮 に お け る l l 8 , ベ ー リ ー ( 太 鼓 )･ ム リ ダ ン ガ （ 小
鼓 ) ・ パ ナ ヴ ァ （ 小 太 鼓 ) ・ ツ ナ ヴ ァ （ 一 弦 琵 琶 ) ・ ヴ イ ー ナ ー （ 琵 琶 ) ・ ヴ ェ ー ヌ （ 笛 ) ・ ヴ ァ ッ ラ キ ー
（ 琵 琶 の 一 種 ） ・ サ ン パ （ シ ン バ ル の 一 種 ） ・ タ ー ダ （ シ ン バ ル ) ' ' 9 等 の 楽 器 な る も の ，そ れ ら の 全
て は ， 奏 せ ら れ ず し て ， ま さ に 自 ら う る わ し き 音 を 発 し た り 。 こ の ， 第 六 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
た ん ど ん し ゅ み よ う
ほ う じ ゅ し ん じ ゅ る り ら
ま た ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 の 端 厳 殊 妙 な る 宮 殿 の 大 中 宮 に お け る 黄 金 ・ 銀 ・ 宝 珠 ・ 真 珠 ・ 琉 璃 ・ 螺
が い へ き ぎ よ く さ ん ご み よ う よ う け が へ ん ま ん
貝 ・ 碧 玉 ・ 珊 瑚 等 の 宝 石 の 容 器 な る も の ， そ れ ら の 全 て は ， 明 耀 に し て 汚 れ な く 清 浄 に し て 遍 満 た
い だ
る 光 輝 を 出 せ り 。 こ の ， 第 七 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
ふ ぐ へ い
清 浄 に し て 無 垢 な る ， ［ ま た ］ 月 や 太 陽 の 光 を も 覆 蔽 す る ［ ほ ど 明 る く ］ ， 身 体 と 心 と に 歓 喜 を 生
ぜ し め る 光 明 に よ っ て ， そ の 宮 殿 は あ ま ね < ' 2 0 照 ら さ れ た り 。 こ の ， 第 八 の 瑞 相 が 出 現 せ り 。
お お
さ て ， マ ー ヤ ー 妃 は 沐 浴 し ， 身 体 に 塗 油 し ， 種 々 の 装 身 具 を も っ て 腕 を 覆 い ， 極 め て 柔 軟 か つ 優
に よ し ゅ う
美 に し て ' 2 ' 最 勝 な る 衣 服 を 身 に つ け ， 歓 喜 ・ 喜 悦 ・ 浄 心 を 得 て ， 百 千 の 女 衆 と と も に ,[ 彼 女 ら に ］
い に ょ う
囲 繧 せ ら れ ， か し ず か れ て ， 音 楽 殿 1 2 2 に 安 坐 せ る シ ユ ド ー ダ ナ 王 の も と に 近 づ き ,[ 王 の ］ 右 側 の ，
宝 網 に 飾 ら れ た る 雛 ' 鰯 ( 華 麗 な る 座 ) に 坐 し て . 微 笑 を 浮 か べ ｡ 眉 を し か め る こ と な く 。に こ や
ほ う も う
ほ ほ え
か に 頬 笑 み ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 に ． か く の 如 き 偶 を も っ て 語 り か け た り 。
3 ． 「 さ て ， 王 よ ， 地 の 守 護 者 よ ， 私 ［ の 言 う こ と ］ を 聞 き た ま え 。
［ 私 は ］ あ な た に 懇 願 す る 。 私 に ， そ の 願 い を か な え た ま え 。
私 の 願 望 は ， ［ そ れ を ］ 思 惟 す れ ば す る ほ ど ， 心 を 喜 ば し め る 。
そ れ を 私 よ り 聞 い て ， 心 に 歓 喜 し ， 満 足 さ れ ん こ と を 。
は っ さ い か い
3 5 2 4 ． 王 よ ， 私 は 八 斎 戒 を 守 り ， 生 類 に 対 し て 慈 心 を 持 ち ，
最 上 な る ' 2 ｲ 禁 欲 行 と 戒 行 と 断 食 と に 従 事 せ ん 。
生 命 あ る も の を 傷 害 す る こ と な く ， 常 に 心 情 を 清 ら か に 保 ち ，
い つ く
自 ら を 慈 し む が 如 く ， ［ ま さ に ］ そ の 如 く 他 者 に も な さ ん 。
ち ゅ う と う
5 ． 倫 盗 よ り 心 を 離 れ し め ， 放 縦 と 貧 愛 と を 捨 て ，
じ ゃ い ん
王 よ ， 愛 欲 に お い て 邪 婬 を 行 じ ざ る べ し 。
' ' 8 ｢ 宮 殿 の 大 中 宮 に お け る 」 は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 宮 殿 や 大 中 宮 に お け る 」 と 訳 さ れ て い る 。
' ' 9 以 上 の 楽 器 名 の 原 語 は 前 か ら 順 に ,b h e r i . m r d a n g a . p a p a v a . t u n a v a . v I n a ・ v e p u , v a l l a k i . s a m p a ,t a q a で あ る 。
1 鋤 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 そ の 宮 殿 は あ ま ね く 」 に 相 当 す る 訳 文 が な い 。
' 2 ' チ ベ ッ ト 訳 は 「 高 貴 な る 身 毛 を 有 し 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て お り ． 梵 文 と 合 わ な い 。
l 2 2
s a m g i t i - p r a s a d a は 方 広 に 「 音 楽 殿 」 と 訳 さ れ て い る 。「 梵 和 大 辞 典 」 に は s a m g i t i - p r a s a d a で 「 合 奏 場 ， 会 議 所 」 の 意 味
と さ れ て い る が ， こ の p r a s a d a は p r a s a d a の 誤 写 と 思 わ れ る 。
“ ｢ 賢 座 」 ( b h a d r a s a n a ) は 「 梵 和 大 辞 典 」 に 「 華 麗 な 座 ． 王 座 」 と 訳 さ れ て い る 。 b h a d r a( 賢 ） に は 「 よ い ， 美 し い ， う
る わ し い 」 な ど の 愈 味 が あ る の で ， 「 玉 座 」 「 宝 座 」 な と ． と も 訳 さ れ う る 。
' 2 I チ ベ ッ ト 訳 に は 「 蝦 上 な る 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
1 0 4
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
り ょ う ぜ つ
あ つ く
真 実 に 住 し （ 虚 偽 を 語 ら ず ) ， 両 舌 す る こ と な く ， 悪 口 を 断 除 し ，
き ご な
不 浄 な る 綺 語 を 為 さ ざ る く し 。
し ん に
く ’ ち
6 ・ 害 意 ・ 愼 患 ・ 敵 意 ‘ 愚 擬 ・ 放 縦 を 断 除 し ，
一 切 の 貧 欲 を 捨 離 し ， 自 ら の 財 を も っ て 満 足 し ，
正 行 を 実 修 し て , 鱸 な く ， 執 着 1 鶴 な く 。
し ょ う ぎ き う じ つ し ゆ
こ れ ら , 十 の 善 薬 蓋 ' 鍋 を [ 私 は ] 行 ず べ し 。
か っ ぽ う
7 ． 大 王 よ ， あ な た は 私 に 愛 欲 の 渇 望 を 為 し た ま う こ と な か れ 。
［ 私 が ］ 戒 行 ・ 禁 欲 行 に 専 念 し ， ［ そ れ ら を ］ よ く 護 持 で き る よ う に 。
じ よ う や
王 よ ， あ な た は 長 夜 に お い て 不 浄 ［ な る 思 念 ］ を 生 ず る こ と な か れ 。
私 の 戒 行 と 禁 欲 行 と 断 食 ( 斎 戒 ) と に 雌 , " さ れ ん こ と を 。
さ い か い
8 ・ 王 よ ’ 私 の こ の 願 望 は ， 今 日 ， 速 や か に 始 め ら る べ き な り 。
［ 私 は ］ ド リ タ ラ ー シ ュ ト ラ ' 2 8 な る ， 高 楼 の 頂 上 た る 楼 閣 ［ の 中 ］ に 住 し ，
柔 ら か く ［ ま た ］ 芳 香 あ る ， 花 の 散 り 敷 か れ た る 寝 台 の 上 に て ，
い に ょ う
友 な る 女 衆 に 常 に 囲 続 せ ら れ て ， 安 楽 に 歓 喜 ［ を も っ て 住 ］ す べ し 。
か ん じ や
9 ． 宣 者 l 2 9 た る 男 子 た ち や ， 童 児 た ち や ，
ひ せ ん
お
ま た ， 卑 賤 な る 女 人 た ち も ， 私 の l 鋤 前 に 居 ら ざ ら ん こ と を 。
不 快 な る 色 も ， 声 も ， 香 も ， 私 ［ の 前 ］ に 無 き ょ う に ，
た え
た だ ， 甘 美 に し て 妙 な る 美 し き 音 を 聞 く の み な ら ん こ と を 。
ほ ば く
つ な
1 0 . 捕 縛 せ ら れ て 牢 獄 に 繋 が れ た る ， 全 て の 者 を 解 き 放 ち ，
財 物 に 欠 け た る 人 々 を し て ， 財 あ る も の と な ら し め た ま え 。
衣 服 ・ 食 物 ・ 飲 物 ・ 車 ・ 乗 物 ， 及 び ， 馬 車 を ，
衆 生 の 幸 福 の た め に ， こ の 七 日 の 間 布 施 せ ら れ た し 。
l l . 喧 嘩 も 論 争 も な く ， ま た ， 罵 誉 の 言 葉 も な < ,
互 い に 慈 心 を 有 し ， 親 切 と 寛 容 の 心 を も っ て ，
こ の 宮 殿 に お い て は ， 男 も 女 も ， ま た ， 童 児 も ，
ナ ン ダ ナ ' 3 !( 歓 喜 園 ） に 住 す る 天 神 同 様 ， 和 合 し て 享 楽 せ ん こ と を 。
1 2 . 王 の ［ 科 す る ］ 刑 罰 も ， 傭 兵 も な < ,ま た ， 不 当 な る 処 罰 も な く 1 3 2 ,
傷 害 を 加 え る こ と な く ， 打 つ こ と も ， 叱 責 す る こ と さ え も な く ，
全 て の 者 に ， 善 浄 な る 心 意 を も っ て ， 親 切 と 慈 し み の 心 を 抱 き ，
王 は ， 人 々 を ， ［ 自 分 の ］ 一 人 息 子 の 如 < に 見 な し た ま え ｡ 」
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1 2 5 チ ベ ッ ト 訳 で は 「 饒 舌 ， 虚 談 」 に 当 た る 訳 語 が 用 い ら れ て お り ， 梵 語 の 「 執 蒜 」 と 合 わ な い 。
1 2 6 ｢ 十 善 業 道 」 と は 「 不 殺 生 」 「 不 倫 盗 」 「 不 邪 淫 」 「 不 妄 語 」 「 不 両 舌 」「 不 悪 口 」 「 不 綺 語 」 「 不 食 欲 」 「 不 眼 悪 」 「 不 邪 見 」 の
十 善 を 実 修 す る こ と で あ る 。
' 野 ｢ 随 喜 」 と は 「 他 者 の 善 行 を 見 て 賛 嘆 し 、 と も に 悪 ぶ こ と 」 で あ る 。 「 他 人 が 功 徳 を 欲 む の を 見 て 喜 び ， そ の 結 果 ， 自 分 も
ま た 功 徳 を 得 る こ と 」 を 「 随 喜 功 徳 」 と い う 。
' 2 8 原 語 の d h a r t a r a s t r a は 「 d h r t a r a s t r a に 属 す る 」 の 意 で あ る が ．「 梵 和 大 辞 典 」 に は 「 驚 鳥 の 類 」 と の 訳 語 が 挙 げ ら れ て い
る 。 こ こ で は 楼 閣 の 名 と 見 る が ， レ フ マ ン の 独 訳 や フ ー コ ー の 仏 訳 に お い て は s c h v a n ; c y g n e s( 白 鳥 ） と 訳 さ れ て い る 。
' 勢 原 語 k a n c u k i y a は 「 侍 者 ． 侍 従 」 の 意 味 で あ る が ，こ こ で は 「 窟 者 」 （ 窟 官 に 同 じ ） と 訳 し た 。
' ” チ ベ ッ ト 訳 に は 「 私 の 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
1 3 ' ｢ ナ ン ダ ナ 」( n a n d a n a ) は 「 切 利 天 （ 三 十 三 天 ） に あ る イ ン ド ラ （ 帝 釈 天 ） の 四 園 の 一 つ 」 で あ る c
l 3 2 チ ベ ッ ト 訳 は 「 王 の 大 小 の 刑 罰 も ， 倉 庫 の 管 理 人 に よ る 追 い 出 し も な く 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
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1 3 ． か く の 如 き 言 葉 を 聞 く や ， 王 は ， 甚 だ 歓 喜 し て ， 語 り き 。
「 そ な た の 願 う こ と は ， す べ て ． そ の ま ま に 為 す が よ い 。
ま た ， そ な た の 願 望 は 意 思 も て 熟 慮 せ ら れ た る も の な れ ば ，
そ な た の 懇 願 す る ， そ の 願 い を ， わ れ は か な え ん ｡ 」
1 4 ． 高 貴 な る 王 は ， 自 ら の 家 臣 に 命 じ て ［ 曰 く ］ ，
し つ ら
「 最 勝 な る 高 楼 の 頂 上 に ， 華 麗 ［ な る 美 ］ を 設 え よ 。
た だ よ
美 し き 花 を 散 り 敷 き ， か ぐ わ し き 香 の か お り を 漂 わ し め ，
さ ん が い き し
傘 蓋 と 旗 幟 に よ っ て 装 飾 せ ら れ た る タ ー ラ 樹 を 列 な さ し め よ 。
よ ろ い
た
1 5 ． 種 々 の 鎧 を 身 に つ け た る ， 二 万 の ， 戦 闘 に 長 け た る ，
鉄 矢 ・ 投 槍 ・ 矢 ・ 槍 ・ 剣 を 持 て る 者 た ち が ，
い に ょ う
妙 な る 音 の 響 き わ た る ， ド リ タ ラ ー シ ュ ト ラ ［ な る 高 楼 ］ を 囲 驍 せ よ 。
ふ い
王 妃 を し て 怖 畏 あ る こ と な か ら し め る べ く ， 護 衛 の 任 に 立 て 」 ［ と ] ・
も く よ く
ず 二 う
1 6 ． 沐 浴 ［ し , ］・ 塗 香 ・ 優 美 な る 衣 服 を も っ て 身 体 を 飾 り ，
ざ い に よ
嫁 女 衆 に 囲 繰 せ ら れ た る 彼 女 （ マ ー ヤ ー ） は ， 天 女 に 似 た り 。
千 の 楽 器 の ， 美 妙 な る 音 の 響 き わ た る 中 を ，
王 妃 は ［ 高 楼 に ］ 昇 り て ， 坐 せ ば ， あ た か も 神 々 の 嫁 の 如 し 。
1 7 . 天 の 高 価 な る 宝 石 に よ っ て 美 し く 飾 ら れ た る 支 柱 を 有 し ，
め ん ぷ
色 と り ど り の 綿 布 を も っ て 美 し く 覆 わ れ た る ， 優 雅 な る 寝 台 あ り ' 3 3 .
ち ょ う し ょ く ゆ る
［ そ の ］ 寝 台 の 上 に ， ［ 妃 は ］ 頂 飾 の 珠 宝 を 緩 め （ ほ ど い ） て ，
あ た か も ミ シ ュ ラ カ ー ヴ ァ ナ 1 認 ( 羅 総 ) に 在 る 天 女 の 如 < に 安 住 せ り 。
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さ て ， そ の 時 ， 比 丘 ら よ ’ 四 大 王 天 と ， 天 主 帝 輝 （ イ ン ド ラ ） と ， ス ヤ ー マ （ 夜 摩 ） 天 子 と ， サ
ン ト ゥ シ タ （ 兜 率 ） ［ 天 子 ］ と ， ス ニ ル ミ タ （ 化 楽 ） ［ 天 子 ］ と ， パ ラ ニ ル ミ タ ヴ ァ シ ャ ヴ ァ ル テ イ
ン 1 3 5 ( 他 化 自 在 ) [ 天 子 ］ と ， マ ー ラ （ 魔 王 ） の 子 サ ー ル タ ヴ ァ ー ハ ' 郡 （ 商 主 ） と ， 娑 婆 世 界 主 梵
ほ し ょ う
天 ' 3 7 と ,[ 梵 天 の ］ 輔 相 な る ブ ラ フ モ ー ッ タ ラ （ 勝 梵 ） と 輔 相 ス ブ ラ フ マ ン （ 善 梵 ) ! 錫 と ， プ ラ バ ー
ヴ ユ ー ハ ' 3 9 ( 光 厳 ） と ア ー バ ー ス ヴ ァ ラ ' 4 0 ( 遍 光 ） と ， 浄 居 天 に 属 す る マ ヘ ー シ ュ ヴ ァ ラ （ 大 自 在 天 ）
' 鄭 チ ベ ッ ト 訳 は 「 寝 台 を 設 え て 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
' 3 1 「 ミ シ ュ ラ カ ー ヴ ァ ナ 」( m i S r a k a v a n a )も 「 切 利 天 に あ る 帝 釈 天 の 四 園 の 一 つ 」 で あ る 。
】 謁 夜 摩 天 子 か ら 他 化 自 在 天 子 に 至 る 四 欲 天 の 天 子 名 の 原 語 は ． 上 か ら 順 に s u y a m a ・ s a m t u S i t a s u n i r m i t a . p a r a n i r m i t a -
v a S a v a r t i n で あ る 。
“ サ ー ル タ ヴ ァ ー ハ ( s a r t h a v a h a ) は 魔 王 ( m a r a ) の 息 子 で あ り な が ら ， 仏 陀 に 帰 依 し て 父 を 諌 め る 役 割 を 演 じ る 。
' 3 7 梵 天 は 娑 婆 世 界 の 主 で あ る の で 「 娑 婆 世 界 主 」 と 呼 ば れ る 。
' 涕 輔 相 と さ れ る 2 名 の 原 語 は b r a h m o t t a r a と s u b r a h m a n で あ る 。 輔 相 ( p u r o h i t a )と は 「 顧 問 と し て 梵 天 を 輔 佐 す る 者 」
で あ り ， 色 界 初 禅 の 第 二 階 に 配 悩 さ れ る 「 梵 輔 天 」 を 意 味 す る も の と 思 わ れ る 。
' 3 9 原 語 p r a b h a v y U h a に つ い て は ， そ れ が ど の 天 に 位 置 す る か 不 明 で あ る 。 B H S D ( P r a b h a v y n h a ) に は 「 明 ら か に A b h a s v a r a
天 の 中 の 一 つ の 名 で あ る 」 と 説 明 さ れ て い る 。
' 4 0 原 語 a b h a s v a r a に つ い て は ,a b h a - s v a r a と 読 む 場 合 と ,a b h a s - v a r a と 読 む 場 合 で 意 味 の 違 い が 発 生 す る 。 前 者 の 読 み 方
で あ れ ば 「 光 音 」 の 意 味 に な り ． 後 者 の 読 み 方 で あ れ ば 「 遍 光 」 の 意 味 に な る 。 色 界 第 二 禅 の 第 三 階 に 配 置 さ れ ， 「 極 光
浄 天 」 と 呼 ば れ ， 「 満 ら か な 光 が あ ま ね く こ の 領 域 を 照 ら す の で か く 名 づ け る 」 と い う 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 5 7 5 頁 参 照 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
と ニ シ ュ タ ー ガ タ ' 4 !( 究 寛 天 ） と ア カ ニ シ ュ タ ' " ' 2( 色 究 寛 天 ） と ， こ れ ら を 初 め と し て ， ま た ， 他 の
し よ け い ひ と と も
数 百 千 の 天 神 が 来 集 し て ， 互 い に か く の 如 く 言 え り 。 「 諸 卿 ， 我 ら が ， 菩 薩 を ， た だ 独 り 伴 も な く
ぼ う お ん
送 り 出 す な ら ば ， そ れ は 我 々 に ふ さ わ し か ら ざ る ， 忘 恩 ［ の 所 行 ］ な る べ し 。 諸 卿 ， 汝 ら の 中 で ，
に ん た
誰 が ， 常 に 菩 薩 に 随 従 す る 任 に 堪 え ん や 。 入 胎 ・ 在 胎 ・ 誕 生 ・ 幼 少 期 ・ 童 児 の 遊 戯 ・ 中 宮 ［ の 生
お う け い ご う ぶ <
て ん ぽ う
活 ] ' 4 3･ 歌 舞 の 観 覧 ・ 出 家 ・ 苦 行 ・ 菩 提 道 場 へ の 往 詣 ・ マ ー ラ （ 悪 魔 ） の 降 伏 ・ 菩 提 の 證 得 ・ 転 法
り ん だ い は つ れ は ん
り や く し ん
に ゅ う な ん し ん
輪 ． 及 び 大 般 浬 藥 に 至 る ま で ， 利 益 心 を も っ て ， 柔 軟 心 を も っ て ， 敬 愛 心 を も っ て ， 慈 心 を も っ て ，
温 和 な る 心 を も っ て ［ 随 従 す る に 堪 え ん や ] 」 ［ と ] ・
そ の 時 ， か く の 如 き 偶 を 説 け り 。
1 8 . 汝 ら の 中 で ， 誰 か ， 常 に 歓 喜 の 心 を も っ て ，
最 勝 な る 色 相 を 有 す る 者 （ 菩 薩 ） に 随 従 し う る 者 あ ら ん や 。
自 ら ， 自 身 の 福 徳 と 威 光 と 名 声 と 力 と を ，
増 大 せ し め ん と 欲 す る 者 は ， 誰 な ら ん や 。
1 9 . こ の ［ 三 十 三 柱 の ］ 神 々 の ' 4 ｲ 天 宮 に お い て ，
み よ う れ い
妙 麗 な る ア プ サ ラ ス （ 天 女 ） 衆 と の 愛 の 享 楽 に よ る ，
天 界 の 至 福 を も っ て ， 常 に ' 4 5 歓 楽 せ ん と 欲 す る 者 は ，
無 垢 な る 月 の 如 き 顔 を 有 す る 者 ' 4 6( 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
2 0 ． ま た ， 美 し き ， 優 雅 な る ミ シ ュ ラ カ の 森 （ 雑 林 園 ） の ，
黄 金 の 粉 末 の き ら め く が 如 き 花 壇 あ り ， 天 の 宝 蔵 あ る ，
天 宮 に お い て ， 歓 楽 せ ん と 欲 す る な ら ば ，
無 垢 な る 威 光 を 有 す る 者 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
ま ん だ ら
2 1 . マ ー ン ダ ー ラ ヴ ァ（ 曼 陀 羅 ） の 花 や 葉 に 満 ち た る ，
し ゅ し や お ん
か ん ぎ お ん
チ ト ラ ラ タ ' 4 7( 衆 車 園 ） に て ， ま た ナ ン ダ ナ （ 歓 喜 園 ） に て ，
天 女 と と も に 娯 楽 せ ん と 欲 す る 者 は ，
こ の ， 偉 大 な る 人 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
や ま て ん と そ っ て ん
2 2 ． 夜 摩 天 の 主 と し て ， あ る い は ， 兜 率 天 の 主 と し て ，
自 在 者 た ら ん と 欲 す る 者 ， ま た ，
あ た い
一 切 衆 生 の 供 養 に 値 す る 者 と な ら ん と 欲 す る 者 は ，
め い せ い む へ ん
こ の ， 名 声 無 辺 な る 者 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
け ら く て ん
2 3 ． 美 し き 化 楽 天 に お い て ， ［ ま た ］
た け
［ 他 化 ］ 自 在 天 の 宮 殿 に お い て ，
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' 4 ' 原 語 n i s t h a g a t a は 「 究 寛 に 達 し た 」 の 意 味 で あ る が ，こ こ で は 天 子 名 の 一 つ と し て 用 い ら れ て い る よ う に も 読 め る ( c f
B H S D . N i S t h a g a t a ) 。「 梵 和 大 辞 典 」 に は n i s t h a g a t a k a n i s t h a の 用 例 で 採 録 さ れ て お り ．「 究 寛 に 達 し た る 色 究 寛 天 」 と い
う 意 味 の 複 合 語 と 見 な さ れ て い る 。
M 2 a k a n i s t h a( 色 究 寛 天 ） は 色 界 第 四 禅 の 最 高 虚 に 配 置 さ れ ， 「 有 頂 天 」 と 呼 ば れ る こ と も あ る 。
M 3 チ ベ ッ ト 訳 は 「 中 宮 の 内 に 住 す る こ と 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
1 判 原 語 の t r i d a S a ( 三 十 ） は 三 - | - 三 の 概 数 と し て 用 い ら れ 、「 天 ・ 空 ・ 地 の 三 界 に そ れ ぞ れ 1 1 神 ず つ 配 当 さ れ る 三 - l ･ 三 柱 の 神 々 」
を 意 味 す る の で ， 「 神 々 の 」 と 訳 し た 。 チ ベ ッ ト 訳 で は 「 神 々 の 天 宮 」 の 部 分 が 単 に 「 天 宮 」 と の み 訳 さ れ て い る 。
l 4 5 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 常 に 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
ﾙ ' 6 ｢ 無 垢 な る 月 の 如 き 顔 を 有 す る 者 」 の 部 分 は ， 方 広 に は 「 浦 浄 月 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 4 7 c i t r a - r a t h a は 「 彩 色 あ ざ や か な る 車 」 の 意 で あ る が ． こ こ で は 「 切 利 天 に あ る 帝 釈 天 の 凹 臘 | の 一 つ 」 で あ る c a i t r a - r a t h a ( 衆
車 園 ） を 指 す も の と み る 。 た だ し ， 方 広 に は 「 求 象 馬 車 」 と 訳 さ れ て い る 。 c f B H S D , C a i t r a r a t h a .
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ぞ う さ
思 念 の み に て 一 切 の 享 楽 を 造 作 し つ つ l 4 8 , 娯 楽 せ ん と 欲 す る 者 は ，
こ の ， 最 勝 な る 功 徳 を 有 す る 者 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
2 4 ． マ ー ラ （ 悪 魔 ） を 支 配 す る 者 ， 邪 悪 な る 意 思 の 無 き 者 ’
じ ん ず う じ ざ い ひ が ん
一 切 の 神 通 自 在 の 彼 岸 に 達 し た る 者 ，
じ ざ い り き
愛 欲 の 支 配 者 た る 者 ， 自 在 力 の 彼 岸 に 達 し た 者 に な ［ ら ん と 欲 す ］
か
り や く
斯 か る 者 は 。 利 益 な す 者 （ 菩 薩 ） と 共 に 行 く が よ い 。
2 5 . ま た ， 欲 界 を 超 出 し て ，
梵 天 の 宮 殿 に 住 す る こ と を 欲 す る と こ ろ の ，
斯 か る 者 は ， 四 種 の 無 量 な る 威 光 を 保 持 し つ つ ' 釦
今 よ り ， 偉 大 な る 人 （ 菩 薩 ） に 随 従 す べ し 。
に ん ち ゅ う
2 6 . あ る い は ま た ， 人 中 （ 人 間 世 界 ） に お い て ， 広 大 に し て ，
ふ せ い
富 盛 な る 1 5 1 転 輪 聖 王 の 国 ［ に 生 ま れ る こ と ］ を 欲 す る 者 は ，
宝 の 蔵 に し て ， 無 畏 と 安 穏 ' 5 2 と を 与 え る ，
大 福 徳 を 有 す る 者 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
2 7 ． 大 地 の 主 （ 王 ) ， あ る い は ま た ， 長 者 子 に 生 ま れ ，
こ ぞ う
富 裕 に し て ， 大 財 物 あ り ． 大 庫 蔵 あ り ，
け ん ぞ <
敵 軍 を よ く 打 ち 破 る 春 属 を 有 す る ［ こ と を 欲 す る ' 5 3 ] ,
斯 か る 者 は ， ［ こ の ' 5 4 ] 利 益 な す 者 （ 菩 薩 ）と 共 に 行 く が よ い 。
2 8 ． 美 貌 と 享 楽 と ， ま た ， 自 在 （ 権 力 ） と ，
名 誉 と 名 声 と ， 力 ' 5 5 と 徳 性 と ，
信 受 さ れ る 言 葉 と 受 持 さ れ る 耆 菩 [ の 保 有 ] を 欲 す る な ら ば 1 5 6 ,
し ん じ ゅ
ぼ ん お ん
梵 音 を 有 す る ， 賢 明 な る 者 （ 菩 薩 ） の も と に 赴 く べ し 。
2 9 ． 天 界 及 び 人 間 の 諸 愛 欲 と ，
三 界 に お け る 全 て の 安 楽 と ，
禅 定 の 安 楽 と ｡ 蓋 離 ( 寂 静 ) の 至 福 と を 欲 す る 者 は 1 諏 ，
法 自 在 ［ な る 者 ］ （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
と ん よ く し ん に
3 0 ． 食 欲 及 び 腹 志 を 断 除 し ，
ま た ， 煩 悩 を 滅 除 し ，
る 1 4 9 ,
3 6 0
l 4 8 チ ベ ッ ト 訳 は 「 心 の 化 作 に よ っ て 全 て を 為 し 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
1 I 9 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 欲 す る な ら ば 」 に 当 た る 訳 語 が あ る 。
1 釦 ｢ 上 巻 」 に お い て は 「 四 種 の 無 最 な る 威 光 を 有 す る 梵 天 宮 に 住 す る こ と を 欲 す る と こ ろ の ， 斯 か る 者 は 」 と 訳 し た が ・
誤 訳 で あ る と 思 わ れ る の で 訂 正 す る 。 チ ベ ッ ト 訳 も 「 梵 天 の 宮 殿 に 居 住 せ ん と 欲 す る と こ ろ の ， そ の 者 は ・ 四 種 の 無 泄 な
る 威 光 を 有 し つ つ 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。 「 四 種 の 威 光 」 の 意 味 は 明 瞭 で は な い が ， 方 広 に 「 修 行 四 等 心 」 と
訳 さ れ て い る の で ． 「 四 梵 住 」 （ 慈 ・ 悲 ・ 悪 ・ 拾 の 四 無 最 心 ） を 指 す も の と 推 察 さ れ る 。
' 5 ' チ ベ ッ ト 訳 に は 「 富 盛 な る 」( v a r a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
l 5 2 チ ベ ッ ト 訳 で は 「 安 穏 」 で は な く「 真 実 」 の 訳 語 が 当 て ら れ て い る 。
' 郭 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 欲 す る 」 に 当 た る 訳 語 が あ る 。
' 別 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 こ の 」 に 当 た る 訳 語 が あ る 。
1 弱 チ ベ ッ ト 訳 で は 「 弁 才 」 に 当 た る 訳 語 が 用 い ら れ て お I ), 梵 語 の 「 力 」 ( b a l a t a )と 合 わ な い 。
1 副 ; チ ベ ッ ト 訳 は 「 欲 す る と こ ろ の ． そ の 者 は 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て い る 。
I 5 7 チ ベ ッ ト 訳 は 「 欲 す る と こ ろ の ． そ の 者 は 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て い る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
じ ゃ く め つ
静 穏 に し て 寂 滅 ・ 寂 静 た る 心 意 ［ の 保 有 ］ を 欲 す る と こ ろ の ，
じ ょ う ぶ <
斯 か る 者 は ， 心 を 調 伏 せ る 者 l 錦 （ 菩 薩 ） に 速 や か に 従 う べ し 。
う が く い む が く い ど く か く い
3 1 . 有 学 位 1 5 9 , 無 学 位 ' ㈹ ，ま た 独 覚 位 ，
い つ さ い ち ち
［ あ る い は ］ 一 切 を 知 る 智 （ 一 切 智 智 ' 6 ' ) を 得 ん と 欲 し ，
じ ゆ う り き
［ ま た ］ 十 力 を も っ て 獅 子 の 如 く 肌 え ん と 欲 す る な ら ば ，
く ど く か い
賢 明 な る ， 功 徳 海 ' 6 2[ な る 者 ] ( 菩 薩 ） に 従 い 行 く べ し 。
あ く し ゆ
3 2 ． 悪 趣 （ 悪 道 ） へ の 道 を 閉 じ ， ま た ，
ぜ ん し ゅ
不 死 （ 甘 露 ） な る 善 趣 へ の 道 を 開 き 1 6 3 ,
は っ し し よ う ど う み ち
八 支 正 道 の 路 を 行 か ん と 欲 す る と こ ろ の 者 は ，
ど う し ゆ し ゆ う め つ
あ ら ゆ る ［ 輪 廻 の ］ 道 ・ 趣 を 終 滅 せ し め る 者 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
ぜ ん ぜ い
3 3 ． 善 逝 ' 6 '( 仏 陀 ） を 供 養 し ， ま た ，
彼 ら （ 諸 仏 ） の 悲 慰 あ ふ れ る 法 を 聴 聞 し ' 侭 ，
そ う ぎ ゃ あ ず か
さ ら に ， 僧 伽 ' " に 属 す る 功 徳 に 与 ら ん と 欲 す る と こ ろ の 者 は ，
こ の ， 功 徳 海 ［ な る 者 ］ （ 菩 薩 ） に 従 い 行 く べ し 。
し よ う ろ う し
3 4 ． 生 ・ 老 ． 死 の 苦 を 滅 尽 し ，
け ば く
輪 廻 の 繋 縛 を 脱 す る こ と を ，
［ ま た ］ 虚 空 1 6 7 の 如 く 清 浄 な る 所 行 を 欲 す る ，
斯 か る 者 は ， 清 浄 な る 人 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ よ 。
3 5 ． 一 切 の 衆 生 に と っ て 好 ま し く ， 魅 力 あ り ， う る わ し く ，
し き そ う
最 勝 な る 色 相 と ， 功 徳 の 集 積 を 有 し ，
自 ら を ， ま た ， 他 者 を も 解 脱 せ し め る こ と を 欲 す る 者 は ，
よ う ぽ う こ う ぴ
容 貌 好 美 な る ， 賢 明 な る 者 （ 菩 薩 ） の も と に 赴 く べ し 。
じ か い さ ん ま い
3 6 ． 持 戒 と 三 昧 と ， ま た 智 慧 と を ，
じ ん じ ん
［ ま た ］ 甚 深 に し て 見 が た く 近 づ き が た き
解 脱 を 得 ん と 欲 す る ， 賢 明 な る 者 ，
斯 か る 者 は ， 速 や か に 医 王 ' 侭 （ 菩 薩 ） に 従 い 行 く べ し 。
3 6 2
' 鉛 方 広 に は 「 調 心 者 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 鋤 ｢ 有 学 位 」 ( S a i k s a )と は 「 阿 羅 漢 の 位 ま で 到 達 し て い な い た め に ． ま だ 学 ぶ べ き 余 地 を 残 し て い る 段 階 」 を 意 味 す る 。 声
聞 の 階 位 （ 預 流 果 ． 一 来 果 ． 不 還 果 ． 阿 羅 漢 果 ） の う ち ， 前 の 三 果 の 位 を 指 す 。
' 微 ' ｢ 無 学 位 」 ( a S a i k s a )と は 「 阿 羅 漢 果 ま で 到 達 し て ． も は や 学 ぶ べ き も の を 残 し て い な い 境 地 」 を 意 味 す る 。
' 6 ' ｢ 一 切 智 智 」( s a r v a j i i a j n a n a )と は 「 全 て を 知 り 尽 く す 智 」 で あ り ． 「 仏 の 智 慧 」 に 同 じ で あ る 。 方 広 に は ， こ の 箇 所 が 「 若
求 一 切 智 縁 覚 及 聲 聞 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 6 2 ｢ 功 徳 海 」( g u p a - s a g a r a )と は 「 功 徳 を 蔵 す る こ と ， 海 の 如 く 大 な る 者 」 の 意 で あ る 。
' ㈱ 方 広 に は 「 開 禰 甘 露 門 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 卿 ｢ 蕃 逝 」 ( s u g a t a )と は 「 よ く 悟 り に 到 達 し た 人 」 の 意 で あ り ， 仏 陀 の 「 十 號 」 （ 十 種 の 称 号 ） の 一 つ で あ る 。
' 蝿 チ ベ ッ ト 訳 は 「 か の 悲 心 を 有 す る 者 よ り 法 を 聴 き 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て い る 。
' 齢 ｢ | W 伽 」( s a m g h a ) と は 「 集 団 」 の 意 味 で あ り ，「 和 合 衆 」 と も 漢 訳 さ れ る が ， 一 般 に 「 仏 教 の 修 行 者 の 集 団 」 を 指 し ． 単
に 「 1 W 」 と も い う 。
' 6 7 原 語 g a g a n a n t a( 天 空 の 辺 際 ） は 「 果 て な き 天 空 」 （ 虚 空 ） を 意 味 す る も の と 思 わ れ る 。 方 広 に も 「 清 浄 如 虚 空 」 と 訳 さ
れ て い る 。
' 蝿 ｢ 医 王 」 ( v a i d y a - r a j a )と は 「 衆 生 の 心 の 病 を い や す た め に 法 の 薬 を 与 え る と い う 意 味 で ． 仏 （ ま た は 菩 薩 ） を 医 師 に 瞼 え
た も の 」 で あ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 4 4 頁 参 照 。
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3 7 ． こ れ ら の ， ま た ， 他 の ， 多 種 の 功 徳 と ，
存 在 （ 生 ） の 安 楽 と ， ま た ， 浬 藥 と ，
一 切 の 功 徳 を 具 足 せ ん と 欲 す る 者 は ．
ご ん か い
禁 戒 1 6 9 を 成 就 せ る ， 賢 明 な る 者 （ 菩 薩 ） に 従 い 行 く べ し 。
と う り て ん
さ て ． こ の 言 葉 を 聞 く や ， 四 大 王 天 の 八 十 四 百 千 （ 八 百 四 十 万 ） の 天 神 衆 三 十 三 天 （ ‘ | 刀 利 天 ）
や ま て ん
と そ っ て ん け ら く て ん
の 百 千 （ 十 万 ） の 天 神 衆 夜 摩 天 の 百 千 の 天 神 衆 ， 兜 率 天 の 百 千 の 天 神 衆 ， 化 楽 天 の 百 千 の 天 神 衆 ，
た け じ ざ い て ん
他 化 自 在 天 の 百 千 の 天 神 衆 1 7 0 , 前 世 の 善 業 よ り 生 じ た る ， 六 万 の 魔 神 衆 （ 魔 王 の 従 者 た る 天 神 た
ぼ ん て ん し き く き ょ う て ん
ち ) ' 7 ' , 梵 天 の 六 万 八 千 の 天 神 衆 ， 及 び ， 色 究 寛 天 に 至 る ま で の ， 幾 百 千 も の 天 神 衆 が 来 集 せ り 。 ま
た ， さ ら に 東 ． 南 ． 西 ． 北 の 諸 方 よ り ， 他 の 幾 百 千 も の 天 子 た ち が 来 集 せ り 。 彼 ら の 中 で 最 上 首 た
る 天 子 た ち ， 彼 ら は ， か の 天 神 の 大 衆 に ， 偶 を も っ て 呼 び か け た り 。
3 8 ． い ざ ， 神 々 の 主 な る 者 た ち よ ， わ れ ら の 如 き 者 ど も , 7 2 の 意 向 の ，
き
如 何 に 真 実 な る か ， ［ そ れ を 示 す ］ 言 葉 を 聴 か れ よ 。
さ い み よ う
財 と ， 愛 欲 の 享 楽 と ， 最 妙 な る 禅 定 の 安 楽 と を 捨 て て ，
し ょ う じ ょ う に ん
［ わ れ ら は ］ こ の 無 上 な る 清 浄 人 （ 菩 薩 ） に 随 従 せ ん 。
3 9 ． 入 胎 し 1 7 3 ,ま た ， 在 胎 し た ま え る ， 高 貴 に し て ，
お か た
供 養 す べ き 御 方 を ， ［ わ れ ら は ］ ね ん ご ろ に 供 養 せ ん 。
福 徳 に よ っ て よ く 守 ら れ た る 聖 仙 （ 菩 薩 ） を ［ わ れ ら が 更 に ］ 護 衛 す れ ば ，
彼 の [ 心 の ] 蔭 を 捉 え る , 害 悪 I 澗 心 は 存 在 せ ざ る く し 。
か な
4 0 ． 合 唱 と 楽 器 を も っ て 奏 で ら れ た る 美 し き 音 楽 に よ っ て ，
く ど く か い
功 徳 海 ［ な る 者 ］ （ 菩 薩 ） の 功 徳 を 讃 歎 し つ つ ，
［ わ れ ら は ］ 天 神 や 人 間 を し て 歓 喜 せ し め ん 。
［ ま た ］ そ れ を 聴 い て ， 人 々 は 無 上 菩 提 心 を 生 ず べ し 。
4 1 . 王 の 宮 殿 を 花 び ら の 散 り 敷 か れ た る も の と な し ，
じ ん す い こ う
最 上 な る 黒 沈 水 香 を 薫 じ て 芳 香 あ ら し め ん 。
そ れ を 嗅 ぐ や ， 天 神 も 人 間 も 大 歓 喜 を 生 じ ，
ね っ の う う げ ん
熱 悩 を 離 れ ， 安 楽 に し て 憂 患 な き も の と な ら ん 。
4 2 ． ま ば ゆ く 輝 け る マ ー ン ダ ー ラ ヴ ァ （ 曼 陀 羅 ） と ， ま た パ ー リ ジ ャ ー タ と ，
チ ャ ン ド ラ と ， ス チ ャ ン ド ラ と ， ま た ， ス タ ー ラ の 花 1 7 5 と に よ っ て ，
3 6 4
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' 的 ｢ 禁 戒 」 ( v r a t a )と は 「 宗 教 上 の 遵 守 事 項 と し て 自 ら 守 る こ と を 蒋 っ た 徒 」 を 意 味 す る 。
' 7 O チ ベ ッ ト 訳 に は 「 他 化 自 在 天 の 百 千 の 天 神 衆 」 に 相 当 す る 訳 文 が 欠 け て い る 。
' 7 ' 原 語 m a r a - k a y i k a は 「 マ ー ラ （ 悪 I 鉦 ） の 春 属 た る 者 た ち 」 の 意 味 で あ り ． 前 後 の 文 脈 か ら 天 神 衆 の 地 位 に あ る こ と が 明 ら
か で あ る 。 方 広 に は 「 六 閥 魔 天 」 と 訳 さ れ て い る の で ， 「 廠 天 の 六 秘 の 天 神 衆 」 と も 訳 し う る が ， 「 魔 天 」 は 通 常 「 他 化 自
在 天 」 を 指 す の で ， 直 前 の 「 他 化 自 在 天 」 と 重 複 す る こ と に な る 。 チ ベ ッ ト 訳 が 「 他 化 自 在 天 の 天 神 衆 」 を 省 略 し て い る
の は ， そ の 重 複 を 避 け る た め な の か も し れ な い 。
' 漣 原 語 a s m a d - v i d h a を 「 我 ら の 如 き 者 ど も 」 の 意 と み た 。 チ ベ ッ ト 訳 に は 単 に 「 わ れ ら 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 7 3 原 語 o k r a n t a - p a d a の p a d a は 「 足 」 の 意 味 で あ る が ，こ こ で は チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に g a r b h a ( 胎 ）と 同 義 と 見 て ， 「 入 胎 し 」
と 訳 し た 。
' 利 原 語 p r a d u S i a を 「 上 巻 」 で は 「 順 悪 」 と 訳 し た が ，「 害 悪 」 と 訂 正 す る 。 方 広 に も 「 諸 悪 」 と 訳 さ れ て い る 。
' お こ こ に 挙 げ ら れ て い る 花 の 名 の 原 語 は ， 前 か ら 順 に m a n d a r a v a ・ p a r i j a t a . c a n d r a .s u c a n d r a ・ s t h i l a で あ る 。 方 広 に は 「 散
以 隻 陀 花 月 花 勝 月 等 」 と 訳 さ れ て い る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
前 世 の ' 7 6 善 業 よ り 生 じ た る 者 （ 菩 薩 ） の 供 養 の た め に ，
か の ， カ ピ ラ な る 都 城 を ， 花 び ら 1 7 7 に 覆 わ れ た る も の と な さ ん 。
4 3 ． 老 死 を 減 す る 者 （ 菩 薩 ） が ， 胎 内 に お い て ，
三 垢 ' 詔 に 汚 れ る こ と な く し て 住 し ， ま た ， 誕 生 す る ま で の ，
み ょ う じ ょ う
そ の 間 ， ［ わ れ ら は ］ 明 浄 な る 心 を も っ て 随 従 し ，
覚 知 あ る （ 聡 明 な る ） 者 （ 菩 薩 ） を 供 養 せ ん と の ， こ の 決 意 あ り 。
な な ほ
4 4 ． 誕 生 し て ， 七 歩 を 歩 き ， 帝 釈 や 梵 天 の 手 に よ っ て
抱 き 取 ら れ , 香 水 を も っ て 藻 落 せ ら れ る 1 7 9 ,
こ の ， 極 め て 清 浄 な る 人 を 見 る と こ ろ の ，
天 神 や 人 間 た ち に は ， 広 大 な る 利 得 が よ く 獲 得 せ ら れ ん 。
ぼ ん の う ざ い め つ
4 5 ． 愛 欲 の 煩 悩 は 擢 滅 し 終 え た る に も か か わ ら ず ，
ず い じ ゆ ん ち ゆ う ぐ う さ い に よ し ゅ う
世 間 に 随 順 し て 中 宮 ［ 採 女 衆 ］ の 中 に 住 し ， ［ そ の 後 に ］
一 切 の 王 権 を 捨 て て ［ 王 宮 よ り ］ 出 離 し た ま う ま で の ，
そ の 間 ［ わ れ ら は ］ 明 浄 な る 心 を も っ て 随 従 せ ん 。
4 6 ． 草 を 受 け 取 っ て 1 8 0 , 菩 提 の 座 に 赴 き ，
ご う ぶ く
マ ー ラ （ 悪 魔 ） を 降 伏 し て ， ［ そ の 後 ］ 菩 提 を 悟 り ，
ナ ユ タ
か ん じ よ う
ほ う り ん
那 由 多 （ 千 億 ） も の 梵 天 に 勧 請 せ ら れ て ， 法 輪 を 転 ず る ま で の ，
ぜ ん ぜ い
そ の 間 ， ［ わ れ ら は ］ 善 逝 に 広 大 な る 供 養 を な さ ん 。
4 7 三 千 [ 世 界 ] に お け る , 仏 陀 の 訴 徒 拳 1 8 ' が 成 就 せ ら れ ，
コ ー テ ィ ナ ユ タ
け ど う
拘 砥 那 由 多 （ 千 万 億 ） の 衆 生 が 不 死 へ と 化 導 せ ら れ ，
寂 静 に し て , 清 凉 な る 鍵 ' 8 2 に 赴 き た ま う ，
そ の 時 ま で ， ［ わ れ ら は ］ み な ， 大 名 声 あ る 聖 仙 （ 菩 薩 ） を 見 捨 て
ざ ら ん 。
み よ う し き し ん
さ て ， そ の 時 ， 比 丘 ら よ ’ 欲 界 の 自 在 者 た る ' 鯉 ， 天 界 の 乙 女 た ち は ， 菩 薩 が 妙 色 身 （ 美 し い 身 体 ）
し ゆ し よ う し ょ う じ ょ う に ん
を 具 足 せ る の を 見 て ， か く の 如 く 思 念 せ り 。 「 こ の ， 殊 勝 な る 清 浄 人 を 孕 む ［ で あ ろ う と こ ろ の ] ’
ず
そ の 女 人 は 如 何 な る 者 な ら ん や 」 ［ と ] 。 彼 女 ら は 好 奇 心 を 生 じ て ， 最 勝 な る 花 ・ 香 料 ・ 花 環 ・ 塗
こ う き ぬ
い
し ん ぎ よ う い じ ゆ く い じ ん り き か ご
香 ・ 香 末 ・ 衣 ' 別 を 持 ち ， 意 よ り 成 る 天 の 身 形 を 現 じ ， 福 徳 の 異 熟 た る 威 神 力 に 加 護 せ ら れ て ， そ の
瞬 間 に （ た ち ま ち ） 天 の 宮 殿 よ り 没 し て ， 百 千 の 園 林 に 飾 ら れ た る ， カ ピ ラ と 名 づ け る 大 都 城 の ，
シ ュ ド ー ダ ナ 王 の 宮 殿 の ， 天 王 の 宮 殿 の 如 き ド リ タ ラ ー シ ュ ト ラ な る 大 楼 閣 に ［ 出 現 し ］ て ' 弱 ， あ
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l 布 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 前 世 の 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。
1 万 ｢ 花 び ら 」 の 原 語 は p u S p a で あ る が ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 美 し い 花 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 7 8 ｢ 三 垢 」( t r i - m a l a )と は ． 通 常 「 貧 ． 順 ． 痴 」 （ 三 毒 ） を 意 味 す る 。
I 7 9 チ ベ ッ ト 訳 は 「 身 体 を 操 浴 せ ら れ る 」 と い う 訳 文 に な っ て お り ，「 身 体 」 が 挿 入 さ れ て い る 。
l 帥 菩 薩 は 「 草 の 座 に 坐 し て 無 上 正 等 覚 を 証 得 す る こ と が 如 来 の 常 法 で あ る こ と 」 を 知 っ て ， 草 刈 人 の ス ヴ ア ス テ イ カ （ 吉 祥 ）
よ り 草 を 受 け 取 り ． 菩 提 の 座 に 向 か う こ と に な る 。 第 1 9 章 （ 菩 提 道 場 往 詣 品 ） 参 照 。
1 8 1 ｢ 所 作 事 」( k a r y a ) と は 「 役 目 と し て 当 然 な さ れ る べ き 義 務 的 な 所 行 」 の 意 で あ る 。
l 鼬 こ の 場 合 の ［ 浬 梁 ] ( n i r v a n a ) は 「 大 般 浬 薬 」（ 入 滅 ） を 意 味 す る 。
, 麺 ｢ 欲 界 の 自 在 主 た る 」 の 原 語 k a m a d h a t v - i S v a r n n A m は ． 文 脈 上 ，チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に k a m a - a v a c a r a n a m ( 欲 界 の ）と 修
正 す る の が 正 し い と 思 わ れ る 。
' 税 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 香 料 ・ 衣 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
1 鰯 チ ベ ッ ト 訳 は 「 ド リ タ ラ ー シ ュ ト ラ と 名 づ け る ， 天 王 の 宮 殿 の 如 き ［ 楼 閣 ] ● そ こ に 至 り て 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て
l l l
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で や か に 衣 服 ' 錨 を ま と い , 清 浄 無 垢 な る 威 光 鵬 7 に よ っ て 巖 誌 せ ら れ , 天 の 装 身 具 を 腕 に 巻 き［ た る
彼 女 た ち は ' 錦 ] ， 優 美 な る 寝 台 の 上 に 居 る マ ー ヤ ー 妃 を ， 一 本 の 指 先 を も っ て 指 し 示 し な が ら 1 8 9 , 天
空 に 在 り て ， 互 い に 偶 を も っ て 呼 び か け た り 。
4 8 ． 天 宮 に 住 す る ア プ サ ラ ス （ 天 女 ） た ち が ，
菩 薩 の 美 し き 容 色 を 見 る や ，
そ の 時 ， 彼 女 ら に ， か く の 如 き 思 い は 生 じ た り 。
「 菩 薩 の 母 と は ， い っ た い 如 何 な る 女 人 な ら ん や 」
4 9 ． 疑 問 を 生 じ た る 彼 女 ら は ， 共 に ' 鋤 ，
ら ぃ し
花 や 花 環 を 手 に し て ， ［ シ ュ ド ー ダ ナ ］ 王 の 宮 殿 に 来 至 せ り 。
花 ， ま た ， 塗 香 を 持 ち ，
じ っ し が つ し よ う
十 指 合 掌 ' 9 ' し て ， 敬 礼 し つ つ 。
な ま め
5 0 ． あ で や か に 衣 服 を ま と い ， 艶 か し き 容 色 を 有 し ［ た る 天 女 た ち は ] ，
右 手 の 指 を 曲 げ ［ る こ と に よ っ て 敬 礼 を な し ］ て 1 9 2 ,
寝 台 に 居 る マ ー ヤ ー 妃 を 眺 め た り 。
「 人 間 の 女 人 の 容 色 を ， よ く 観 察 せ ん 」 ［ と ] 。
5 1 . 「 こ れ ま で ， わ れ ら は 他 者 を 蔑 視 せ り 1 9 3 ,
『 ア プ サ ラ ス の 容 色 こ そ は 最 も 美 し き 」 ［ と ] ｡
き さ き
［ さ れ ど ］ こ の ， 王 の 妃 を 観 ず る に ， ［ そ の 美 し さ に よ っ て ］
し ん ぎ よ う ふ ぐ へ い
［ わ れ ら の ］ 天 の 身 形 ［ の 輝 き ］ も 覆 蔽 せ ら れ る を 見 よ 。
5 2 ． 彼 女 は ， 殊 勝 第 一 な る 人 （ 菩 薩 ） の 母 た る に
甚 だ ふ さ わ し き 功 徳 を 具 足 せ り 。
ほ う じ ゅ
あ た か も 宝 珠 を 美 し き 容 器 に 置 く が 如 く ，
て ん ち ゅ う て ん
こ の 王 妃 は ， 天 中 天 （ 菩 薩 ） ［ に ふ さ わ し き と こ ろ ］ の 容 器 な り 。
5 3 ． 手 足 の 裏 よ り ［ 頭 の ］ 頂 上 に 至 る ま で 1 9 4 ,
ま さ
身 体 の 愛 ら し き こ と ， 天 界 の も の に も 勝 り ，
え ん そ く
眼 を も っ て 見 る に 厭 足 あ る こ と な く ，
心 と 意 1 9 5 と を ， い つ そ う 歓 喜 せ し む 。
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い る 。
' 髄 チ ベ ッ ト 訳 は 「 天 女 の 衣 服 」 と い う 訳 文 に な っ て お り ， 「 天 女 の 」 が 挿 入 さ れ て い る 。
l 8 7 チ ベ ッ ト 訳 は 「 福 徳 の 威 光 」 と い う 訳 文 に な っ て お り ．「 福 徳 の 」 が 挿 入 さ れ て い る 。
' 齢 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 彼 女 た ち は 」 に 当 た る 訳 語 が あ る 。
' 棚 チ ベ ッ ト 訳 は 「 互 い に 指 先 で 示 し な が ら 」 と い う 訳 文 に な っ て お り ， 「 互 い に 」 が 挿 入 さ れ て い る 。
' 帥 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 共 に 」 ( s a h i t a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
' 9 1 ｢ 十 指 合 裳 」 と は 「 両 手 （ 十 本 の 指 ） を 合 わ せ て 拝 む こ と 」 で あ る 。
' 兜 こ の 行 の 原 文 を 直 訳 す れ ば 「 右 手 の 指 に 敬 礼 を な さ し め て 」 と な る で あ ろ う 。
' " ｢ 他 者 を 蔑 視 せ り 」 の 部 分 は ． チ ベ ッ ト 訳 で は 「 蕊 慢 心 を も っ て 考 え た り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
' 9 I チ ベ ッ ト 訳 は 「 手 足 の 裏 よ り 頭 頂 に 至 る ま で 」 と い う 訳 文 に な っ て い る 。
! 弱 ｢ 心 」 ( c i t t a ) と 「 意 」( m a n a s ) の 区 別 は 困 難 で あ り ， 両 者 は 同 じ も の と も 考 え ら れ る 。 あ え て 区 別 す る な ら ば ，「 心 」 を
「 思 考 の 働 く 場 所 （ 精 神 ) 」 と み な し ， ［ 意 ］ を 「 思 考 の 働 き か ら 生 じ る 心 の 状 態 」 と み な す こ と が で き る か も し れ な い 。
例 え る な ら ， 心 が 樹 木 の 「 幹 」 で あ る と す れ ば ． 意 は そ の 樹 木 の 「 枝 葉 」 で あ る 。 あ る い は ま た ， 心 が 「 海 」 で あ る と す
れ ば ． 意 は そ の 海 の 状 態 と し て の 「 波 」 で あ る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
こ う ぽ う
彼 女 の 端 麗 な る ' 妬 顔 と ， 輝 く 身 体 の 光 芒 は ，
天 空 に 月 の 輝 け る が 如 く な り 。
か く や く
大 陽 の 如 く 無 垢 に し て ， 火 の 如 く 赫 突 た る ，
[ か く の 如 き ］ 光 明 が ， 彼 女 の 身 体 よ り 発 現 せ り 。
金 塊 を よ く 精 錬 し ［ て 得 ら れ ］ た る 黄 金 の 如 く ，
ま さ に そ の 如 く ， 王 妃 の 身 体 は ま ば ゆ く 輝 け り 。
彼 女 の 頭 髪 は ， 柔 軟 か つ 清 浄 に し て ， 芳 香 あ り ，
優 美 な る 蜜 蜂 ［ の 色 ］ に 似 た る ， 巻 き 毛 ' 9 7 な り 。
ま た ， 彼 女 の 眼 は 蓮 華 の 葉 の 如 く に し て ，
ぴ ゃ < じ よ う せ い し ん
白 浄 な る 歯 は ， 天 空 の 星 辰 の 如 く な り 。
で ん ぶ
腰 は 弓 さ な が ら に 細 く し て ， 臂 部 ' 蛇 は 広 く 、
ふ く
胸 部 は 丸 く 膨 ら ん で ， 肩 に 関 節 は 現 れ ず ' 鯛 。
と と の
彼 女 の 腿 は ， 象 の 鼻 の 如 く 斉 い ，
彼 女 の 脚 は ， 次 第 に 細 く な り て ， 美 し き 形 を な せ り 。
て の ひ う べ に い る
手 掌 と 足 の 裏 と は ， 平 ら か に し て ， 紅 色 を な せ り 。
ひ つ じ よ う
彼 女 は ， 実 に ， 天 女 に 異 な ら ざ る こ と 必 定 な り ｡ 」
[ 天 女 た ち は ］ か く の 如 く ， 種 々 に ， 妃 を 2 0 0 観 察 し て ，
さ ん
う に ょ う
花 を 散 じ ， ま た ， 右 逵 を な し て ，
し ょ う し ゃ
勝 者 （ 菩 薩 ） の 美 麗 な る 母 を 称 讃 す る や ，
た ち ま
忽 ち の う ち に ， 再 び ， 天 宮 へ と 去 り ゆ け り 。
そ れ か ら ， 四 方 に お け る 四 護 世 王 と ， 帝 釈 と








< は ん だ
( 鳩 梁 茶 ) 2 0 1 と
ま ど ら が
( 摩 喉 羅 迦 ) 2 0 2 と
ン ダ
ら せ つ
ラ ー ク シ ャ サ （ 羅 刹 ） と ， ア ス ラ （ 阿 修 羅 ） と マ ホ ー ラ ガ
キ ン ナ ラ （ 緊 那 羅 ） た ち は ， ［ 互 い に ］ 語 り 合 え り 。
｢ [ 汝 ら は 2 0 3 ］ 最 上 な る 人 （ 菩 薩 ） の 前 を 行 け 。
さ い し よ う じ ょ う ぶ
最 勝 丈 夫 （ 菩 薩 ） を 護 衛 す べ し 。
衆 生 に 対 し て ， 悪 意 を 抱 く こ と な か れ 。
ま た ， 人 間 た ち に 対 し て 害 を 加 え る こ と な か れ 。
マ ー ヤ ー 妃 の 住 す る 端 厳 な る 宮 殿 ，
6 0
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' 蝿 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 端 麗 な る 」 ( v a r a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
' 鯨 原 語 k u n m l 3 は ． チ ベ ッ ト 訳 に 「 編 ま れ 巻 か れ た る 」( l c a n l o r h k h r i l ) と 訳 さ れ て い る の で ．「 巻 き 毛 」 の 意 味 と み る 。
' 蝿 ｢ 上 巻 」 に は 「 胸 部 」 と 訳 し た が ． 原 語 は l l d a r i で あ る の で ． チ ベ ッ ト 訳 に 合 わ せ て 「 啓 部 」 と 訂 正 （ ｢ 上 巻 」 の 註 1 0 2 は
削 除 ） す る 。
' 9 9 ｢ _ 上 巻 」 に は ，こ の 行 を 「 肩 は ま る や か な り て ［ そ こ に ］ 関 節 現 れ ず ｡ 」 と 訳 し た が ． 原 文 の 読 み 違 い で あ る と 思 わ れ る の
で ． 訂 正 （ ｢ 上 巻 」 の 註 1 0 3 は 削 除 ） す る 。
” チ ベ ッ ト 訳 に は 「 妃 を 」 で は な く ， 「 母 を 」 と 訳 さ れ て い る 。
a ) ' k u m b h a n d a は 「 瓶 の 如 き 形 の 睾 丸 を 持 つ 」 の 意 で あ り ． 一 種 の 悪 鬼 で あ る 。 仏 教 で は 噌 長 天 の 春 属 と さ れ る 。「 佛 教 語 大
辞 典 」 2 7 2 頁 参 照 。
2 0 2 m a h o r a g a は 「 大 い な る は ら ば う も の ． 大 う わ ば み 」 の 意 で あ り ，「 大 腹 」 「 大 胸 腹 行 」 な ど と 漢 訳 さ れ る 。 「 天 竜 八 部 衆 」
の 一 つ に 数 え ら れ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 1 2 7 8 頁 参 照 。
” チ ベ ッ ト 訳 に は 「 汝 ら は 」 に 当 た る 訳 語 が あ る 。
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け ん ぞ <
そ こ に お い て ， み な ， 春 属 と 共 に ， 和 合 し て ，
剣 ． 弓 ・ 矢 ・ 槍 ・ 太 刀 を 手 に 持 ち ，
空 中 に 立 ち て ， 監 視 す べ し ｡ 」
6 2 ． ［ か く し て 2 0 ' ] 下 生 の 時 を 知 っ て ， 天 子 た ち は ，
歓 喜 心 を も っ て ， マ ー ヤ ー 妃 の も と に 来 至 せ り 。
ず こ う
花 や 塗 香 を 手 に 持 ち ，
じ つ し が つ し よ う
十 指 合 掌 し て ， 敬 礼 を な し つ つ 。
い わ
6 3 ． ［ 彼 ら 曰 く ］ 「 一 切 世 間 に 対 し て 悲 慰 ［ の 心 ］ を 生 じ た ま い て ，
に ん ち ゅ う そ ん
下 生 し た ま え ， 人 中 尊 釦 5 よ ’ 清 浄 衆 生 よ ，
今 ， そ の 時 の 来 た れ る が 故 に ， 弁 舌 の 獅 子 な る 者 よ ，
か ん じ よ う
わ れ ら は ， 法 施 2 0 6 の た め に 勧 請 す 」［ と ] 。
い つ し よ う ふ し ょ
さ て ， そ れ か ら ， 比 丘 ら よ ’ ［ 釈 迦 ］ 菩 薩 が 下 生 す る 時 に は ， 東 方 よ り ， み な 2 0 7 一 生 補 虚 に し て
と そ っ て ん た ん ど ん
兜 率 天 の 端 厳 な る 宮 殿 に 住 す る ， 何 百 千 も の 菩 薩 た ち が ， ［ 釈 迦 ］ 菩 薩 を 供 養 す る た め に ， 菩 薩 の
ら い け い
い っ し ょ う ふ し よ と そ っ て ん た ん ど ん
も と に 来 詣 せ り 。 同 様 に ， 十 方 の そ れ ぞ れ の 方 向 よ り ， み な 2 0 8 - 生 補 虚 に し て 兜 率 天 の 端 厳 な る 宮
ら い け い
殿 に 住 す る ， 何 百 千 も の 菩 薩 た ち が ， ［ 釈 迦 ］ 菩 薩 を 供 養 す る た め に ， 菩 薩 の も と に 来 詣 せ り 。 ［ さ
ら に ］ 四 大 王 天 の 天 衆 の 中 か ら ， 八 百 四 十 万 の ア プ サ ラ ス 2 0 9 た ち が ， ま た 同 じ く ， 三 十 三 天 と 夜 摩
天 と 兜 率 天 と 化 楽 天 と 他 化 自 在 天 の 天 衆 の 中 か ら ， 八 百 四 十 万 の ア プ サ ラ ス た ち が ， 種 々 の 器 楽 を
合 奏 し な が ら ， ［ 釈 迦 ］ 菩 薩 を 供 養 す べ < ， 菩 薩 の も と に 来 詣 せ り 。
さ て ， そ の 時 ， 菩 薩 は ， あ ら ゆ る 天 神 や ナ ー ガ （ 竜 ) 2 ' 0 の 見 守 る 中 を ， 一 切 の 福 徳 よ り 生 じ た る ，
コ ー テ ィ ー ナ ユ タ
シ ュ リ ー ガ ル バ 2 ' !( 宝 石 の 一 種 ） の 大 重 閣 の 中 に 坐 し ， か の 菩 薩 衆 や 百 千 拘 岻 那 由 多 の 天 神 ・ 竜 ・
い に ょ う
夜 叉 2 1 2 と 共 に ， ［ 彼 ら に ］ 囲 僥 せ ら れ ， か し ず か れ て ， 兜 率 天 の 端 厳 な る 宮 殿 よ り 出 発 し た ま え り 。
ま た ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 が 出 発 せ る 時 ， 身 体 よ り ， か く の 如 き 光 明 を 発 し た ま え り 。 す な わ ち ， そ の
光 明 に よ っ て ， こ の 三 千 大 千 世 界 2 ' 3 は ． か く の 如 く 広 大 無 辺 な る に も か か わ ら ず ， か つ て 生 起 し た
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期 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 か く し て 」 に 当 た る 訳 語 が あ る 。
燕 ｢ 人 中 尊 」 ( n a r e n d r a ) と は 「 人 び と の 中 で 最 も 尊 い 人 」 の 意 で あ り ， 仏 陀 の 尊 称 で あ る 。 単 に 「 人 尊 」（ に ん そ ん ） と も
い う 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 1 0 7 0 頁 参 照 。
2 0 6 ｢ 法 施 」( d h a r m a . d a n a ) は 「 仏 法 を 説 い て 聞 か せ る こ と 」 を 意 味 す る が ，チ ベ ッ ト 訳 に は 「 供 養 を 捧 げ る こ と （ 祭 式 ) 」
( m c h o d s b y i n ) の 意 で 訳 さ れ て お り 、 梵 文 と 合 わ な い 。
” チ ベ ッ ト 訳 に は 「 み な 」 ( s a r v a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 p 8 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 み な 」 ( s a r v a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
” 方 広 に は 「 八 萬 四 千 天 女 」 と 訳 さ れ て い る 。
2 1 0 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 ナ ー ガ 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 ' ' S r i g a r b h a は 「 赤 み を 帯 び た 宝 石 の 一 種 」 と さ れ る( c f B H S D ) ｡ L e h n a n n 版 と V a i d y a 版 に は S r i g a r b h a s i m h a s a n e ( シ ュ
リ ー ガ ル バ の 獅 子 座 に ） と 校 訂 さ れ て い る が ． チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば s i m h g g z m e は 削 除 す べ き で あ る 。 た だ し ． 方 広 に は 「 勝
藏 師 子 之 座 」 と 訳 さ れ て い る 。
2 1 2 チ ベ ツ 卜 訳 に は 「 竜 ． 夜 叉 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 1 3 ｢ 三 千 大 千 世 界 」 と は 「 古 代 イ ン ド 人 の 世 界 観 に よ る 全 宇 宙 」 を 意 味 し 、「 三 千 世 界 」 と も 呼 ば れ る 。 「 須 彌 山 を 中 心 と し て ，
そ の 周 囲 に 四 大 洲 が あ り ， そ の ま わ り に 九 山 八 海 が あ る が ， こ れ が わ れ わ れ の 住 む 世 界 で 一 つ の 小 世 界 」 と い う 。 こ の 小
世 界 を 千 個 集 め た も の を 「 一 つ の 小 千 世 界 」 と 呼 ぶ 。 こ の 小 千 世 界 を 千 個 集 め た も の を 「 一 つ の 中 千 世 界 」 と 呼 ぶ 。 こ の
中 千 世 界 を 千 個 集 め た も の を 「 一 つ の 大 千 世 界 」 と 呼 ぶ 。 「 こ の 大 千 世 界 は 千 を 三 回 集 め た わ け で あ り ， 小 ． 中 ． 大 の 三
種 の 千 世 界 か ら 成 る の で ， 三 千 世 界 ま た は 三 千 大 千 世 界 と い う ｣ 。 一 つ の 須 彌 山 世 界 （ 小 世 界 ） を 「 太 陽 系 」 に 当 た る も
の と 考 え る な ら ば ， 「 太 陽 系 × 1 0 0 0 = 小 千 世 界 」「 小 千 世 界 × l M = 中 千 世 界 」 「 中 千 世 界 × 1 0 0 0 = 大 千 世 界 （ 全 宇 宙 ) 」 と
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
せ か い ち ゆ う げ ん し よ
る こ と な き ， 天 の 光 明 を も 超 越 せ る ， 宏 遠 な る 2 1 4 光 に 満 た さ れ た り 。 ま た ， か の く 世 界 中 間 の 虚 2 ' 5 > ,
す な わ ち ， 悲 惨 に し て 悲 惨 に 満 ち た る ， 暗 冥 に し て 暗 黒 に 覆 わ れ ， そ こ に て は ， こ れ ら の 月 と 太 陽
だ い じ ん l 〕 き
だ い い り き
だ い せ い り き
は か く の 如 く 大 神 力 あ り ， か く の 如 く 大 威 力 あ り ， か く の 如 く 大 勢 力 あ る に も か か わ ら ず ， ［ そ れ
ら の ］ 光 明 を も っ て 光 明 を ， 色 を も っ て 色 を ， 威 光 を も っ て 威 光 を 熱 す る こ と な く , 2 1 6 輝 か し め る
と こ る
こ と な く ， そ こ に 生 じ た る と こ ろ の 衆 生 は ， 自 ら の 腕 を 伸 ば す と も ［ そ れ を ］ 見 る こ と な き ［ 虚 ] ，
3 7 6 そ こ に も ， そ の 時 ， 広 大 な る 光 明 が 出 現 せ り 。 ま た ， そ こ に 生 じ た る ， か の 衆 生 は ， そ の 光 明 に よ っ
て 照 ら さ れ る や 否 や ， 互 い に 見 合 い ， 互 い に 気 づ き 合 え り 。 そ し て ， か く の 如 く 言 え り 。 「 お お ，
何 と ！ 他 の 衆 生 も こ こ に 生 じ た る と は ！ お お ， 何 と ！ 他 の 衆 生 も こ こ に 生 じ た る と は ！ 」 と 。
だ い ず い そ う
ま た ， こ の 三 千 大 千 世 界 は 六 種 に 震 動 し ， 十 八 の 大 瑞 相 を 現 じ た り 。 ［ す な わ ち ］ 震 え ， 激 し く
震 え ， あ ま ね く 震 え た り 。 揺 れ ． 激 し く 揺 れ ， あ ま ね く 揺 れ た り 。 動 き ， 激 し く 動 き ， あ ま ね く 動
と ど ろ
け り 。 動 揺 し ， 激 し く 動 揺 し ， あ ま ね く 動 揺 せ り 。 響 き ， 激 し く 響 き ， あ ま ね く 響 け り 。 鐡 き ， 激
し く 轟 き ， あ ま ね く 職 け り 。 辺 際 に て 陥 没 し ， 中 間 に て 隆 起 せ り 。 中 間 に て 陥 没 し ， 辺 際 に て 隆 起
せ り 。 東 方 に て 陥 没 し ， 西 方 に て 隆 起 せ り 。 西 方 に て 陥 没 し ， 東 方 に て 隆 起 せ り 。 南 方 に て 陥 没 し ，
北 方 に て 隆 起 せ り 。 北 方 に て 陥 没 し ， 南 方 に て 隆 起 せ り 。 ま た ， そ の 時 ， 歓 喜 す べ < ， 満 足 す べ く ，
あ い ぎ よ う
愛 楽 す べ く ， な ご や か に し て ， 心 地 よ く ， 爽 快 な ら し め ， 讃 歎 さ る べ く ， こ の 上 な く 称 揚 さ る く
き ょ う ふ
< 2 ' 7 , 魅 力 あ り ， 不 快 な ら し め ず ， 驚 怖 せ し め る こ と な き［ 種 々 な る ］ 音 が 聞 こ え た り 。 ま た ， そ
せ つ な
の う ら ん
い し ゅ く
の 刹 那 に お い て は ， 如 何 な る 衆 生 に も ， 悩 乱 も 恐 怖 も 戦 ‘ | 粟 も 畏 縮 も 生 じ る こ と な か り き 。 さ ら に ま
た ， そ の 刹 那 に お い て は ， 大 陽 と 月 と の ， ま た ， 帝 釈 ・ 梵 天 ・ 護 世 ［ 四 天 ］ 王 た ち の 光 明 も 知 覚 せ
が き
ら れ ざ り き 。 ま た ， す べ て の 地 獄 ・ 畜 生 ・ 餓 鬼 （ ヤ マ の 世 界 ） に 生 じ た る 衆 生 は ， そ の 刹 那 に お い
と 人 よ く し ん に < ′ ち し つ と
て ， 苦 を 離 れ ， あ ら ゆ る 安 楽 に 充 た さ れ た り 。 ま た ， 如 何 な る 衆 生 も ， 貧 欲 や 鎭 患 や 愚 癌 や ， 嫉 妬
け ん ど ん ま ん し ん さ い ざ き ょ ご う は ん も ん
や 樫 貧 や 慢 心 や 猜 忌 心 や 据 傲 や 急 怒 や 害 意 や 熱 悩 に よ っ て 煩 悶 す る こ と な か り き 。 一 切 の 衆 生 は ，
り や く し ん
そ の 時 ， 慈 心 と 利 益 心 と を 有 し ， 互 い に 母 や 父 に 対 す る ［ と 同 様 な る ］ 想 念 を 生 じ た り 2 1 8 。ま た ．
コ ー テ ィ ー ニ ユ タ
天 界 や 人 間 界 の ， 百 千 拘 岻 尼 由 多 も の 楽 器 は ， 弾 奏 さ れ ず し て ［ し か も ］ 美 妙 な る 音 を 発 し た り 。
コ ー テ イ ー ナ ユ タ
ま た ， 百 千 拘 岻 那 由 多 も の 天 神 た ち が ， 手 や 肩 や 頭 に よ っ て ， そ の 大 楼 閣 を 運 く り 。 ま た ， か
の 2 ' ’ 百 千 の ｱ プ ｻ ﾗ ｽ た ち は ,そ れ ぞ れ の 磯 を 奏 で な が ら , 前 や 後 や , 左 右 に 立 ち て 鯉 ( ) , 菩 薩 を
さ ん だ ん
伎 楽 の 音 響 も て 讃 歎 せ り 。
お ん み
じ よ う ぎ よ う
3 7 8 6 4 ． 御 身 は ， 前 世 に 浄 業 を 蓄 積 し ，
じ よ う や
御 身 は ， 長 夜 （ 長 期 間 ） に わ た り 善 ［ 業 ］ を 増 加 し 2 2 1 ,
き よ
御 身 は ， 真 実 な る 2 2 2 法 の 道 を 浄 め た る が 故 に ，
げ ん き
今 や ， 広 大 な る 供 養 が 現 起 せ り 。
い う こ と に な る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 4 8 0 頁 参 照 。
2 M ｢ 宏 遠 な る 」 は チ ベ ッ ト 訳 で は ． 三 千 大 千 世 界 を 形 容 す る 修 飾 語 と さ れ ．「 宏 遠 な る ． こ の 三 千 大 千 世 界 」 と 訳 さ れ て い る 。
2 ' 5 方 広 に は 「 世 界 中 間 幽 冥 之 虚 」 と 訳 さ れ て い る 。
2 l 6 チ ベ ッ ト 訳 に は ， こ の 箇 所 に 「 あ ら わ し め る こ と な く 」 に 相 当 す る 訳 語 が 挿 入 さ れ て い る 。
2 l 7 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 た と え よ う も な く 」( m t s h u l i s p a m e d p a ) と 訳 さ れ て い る 。
2 ' 8 以 上 ． 「 世 界 中 間 虚 」 と 「 六 種 震 動 」 に 関 す る 描 写 は ， 同 じ 文 面 で 第 2 6 * ( L e h n a n n 版 の 4 1 0 ~ 4 1 1 頁 ） に も 見 ら れ る 。
2 l 9 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 か の 」( t a n i ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
麺 ) チ ベ ッ ト 訳 に は 「 立 ち て 」 ( s t h i t v a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
型 ' ｢ 上 巻 」 に は k u S a l 6 d i t a ( k u S a l a - u d i t a ) を 「 善 ［ 業 ]k I ) 出 現 し 」 と 訳 し た が ．「 善 ［ 業 ］ を 増 加 し 」 と 訂 正 （ ｢ 上 巻 」 の 註
1 3 1 は 削 除 ） す る 。 方 広 に は 「 薇 修 習 」 と 訳 さ れ て い る 。
型 2 ｢ 真 実 な る 」 ( s a t y a ) は ． チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 「 一 切 の 」( s a r v a ) と 見 る べ き で あ る が ． 写 本 の 支 持 が な い 。
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コ ー テ イ
こ う
6 5 ． 御 身 は ， 前 世 ， 何 拘 岻 （ 幾 千 万 ） 劫 も の 間 ，
愛 す る 息 子 や 娘 を 布 施 し た ま え り 。
か の 布 施 行 の ． そ の 果 報 あ り て ，
そ の 故 に ， ［ 今 ］ 天 の 花 が 雨 と 降 る な り 。
6 6 ． 尊 者 よ ， 御 身 は ， 自 分 の 肉 を ［ 切 り 2 2 3 ］ 秤 に か け て ，
慈 愛 を か け た る 2 2 ‘ , 鳥 の た め に ， そ れ を 2 2 5 与 え た り 。
か の 布 施 行 2 2 6 の ， そ の 果 報 の 故 に ，
お ん じ き
餓 鬼 の 世 界 に も 飲 食 が 得 ら れ た り 2 幻 。
コ ー テ ィ
ニ う
6 7 ． 御 身 は ， 前 世 ， 何 拘 岻 （ 幾 千 万 ） 劫 も の 間 ，
職 ( 誓 い ) を 破 る こ と な く 2 鰯 , 戒 盤 等 し た ま え り °
か の 戒 行 の ， そ の 果 報 の 故 に ，
む か し ょ あ く し ゅ
無 暇 虎 ・ 悪 趣 は 清 浄 な ら し め ら れ た り 。
コ ー テ イ
こ う
6 8 ． 御 身 は ， 前 世 ， 何 拘 岻 （ 幾 千 万 ） 劫 も の 間 ，
に ん に く し ゆ じ ぬ う
菩 提 を 成 就 せ ん が た め に ， 忍 辱 を 修 習 し た ま え り 。
か の 忍 辱 行 の 。 そ の 果 報 の 故 に ，
天 神 や 人 間 た ち は ， 慈 心 あ る も の と な れ り 。
コ ー テ イ
こ う
6 9 ． 御 身 は ， 前 世 ， 何 拘 砥 （ 幾 千 万 ） 劫 も の 間 ，
け た い し ょ う じ ん
‘ 僻 怠 2 2 9 な き ， 最 高 の 精 進 を 修 習 し た ま え り 。
か の 精 進 行 の ， そ の 果 報 あ り て ，
そ の 故 に ， 身 体 は メ ー ル 山 2 3 0 の 如 く 輝 け り 。
コ ー テ イ
こ う
7 0 ． 御 身 は ， 前 世 何 拘 岻 （ 幾 千 万 ） 劫 も の 間 ，
煩 悩 を 鎮 め ん が た め に 幻 1 , 禅 定 を 修 習 し た ま え り ◎
か の 禅 定 行 の ， そ の 果 報 あ り て ，
ひ つ の う
そ の 故 に ， 煩 悩 は 衆 生 を 逼 悩 2 3 2 せ ず 。
コ ー テ ィ
こ う
7 1 . 御 身 は ， 前 世 ， 何 拘 岻 （ 幾 千 万 ） 劫 も の 間 ，
ち え は ん に ゃ
煩 悩 を 断 除 す る 智 慧 （ 般 若 ） を 修 習 し た ま え り 。
か の 智 慧 行 の ， そ の 果 報 あ り て ，
そ の 故 に ， 最 勝 な る 光 明 が 輝 き 出 た り 。
3 8 0
“ チ ベ ッ ト 訳 に は 「 切 り 」 に 当 た る 訳 語 が あ る ◎
2 割 ｢ 慈 愛 を か け た る 」 は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 助 け を 求 め て き た る 」 と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
“ チ ベ ッ ト 訳 に は 「 そ れ を 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 2 6 こ の 布 施 行 は ． 有 名 な 前 生 談 で あ る 「 P 毘 ( S i v i ) 王 」 の 物 語 を 指 し て い る 。
2 2 7 方 広 に は 「 能 令 餓 鬼 得 充 足 」 と 訳 さ れ て い る 。「 自 分 の 善 行 の 功 徳 に よ っ て 他 者 の 苦 悩 を 救 う 」 と い う 思 想 の あ る こ と に
注 目 す べ き で あ る 。
密 ｢ 禁 戒 を 破 る こ と な く 」 の 部 分 は ． チ ベ ッ ト 訳 で は 「 段 損 な く 欠 漏 な く 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て お り ． 梵 文 と 相 違 す る 。
“ ｢ 僻 怠 」 と は ． 「 怠 け て 努 力 せ ず ． 修 行 に 励 ま な い こ と 」 で あ る 。
望 K ）
m e r u は 「 閻 浮 提 ( j a m b u . d v i p a ) 」 の 中 央 に あ る と さ れ る 伝 説 上 の 黄 金 の 山 の 名 」 で あ り ，「 弥 楼 （ 山 ) 」 と 音 訳 さ れ ， 「 妙
商 （ 山 ) 」 と 意 訳 さ れ る （ ｢ 梵 和 大 辞 典 」 参 照 ) ｡ S u m e r u( 須 弥 山 ） と 同 一 視 さ れ る こ と が 多 < . 中 村 元 編 著 「 図 説 佛 教 語
大 辞 典 」 （ ｢ 須 弥 山 」 の 項 目 ） に も 「 須 弥 は S u m e r u の 音 写 。 こ の 世 界 の 中 心 に あ る 高 い 山 。 単 に M e r u と も い う 」 と 説 明
さ れ て い る 。
鋤 ' チ ベ ッ ト 訳 は 「 煩 悩 を 浄 め ん が た め に 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
“ ｢ 逼 悩 」 と は 「 心 に 迫 り 悩 ま す こ と 」 で あ る 。
l l 6
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 4 ～ 5 章 ）
よ ろ い か ぶ さ い め つ
7 2 ． 慈 ［ 心 ］ の 鎧 を 被 り て ， 煩 悩 を 催 減 し ，
一 切 衆 生 へ の 悲 ［ 心 ］ を 起 こ し 2 3 3 ,
喜 ［ 心 ］ を 獲 得 し ， 最 高 の 捨 ［ 心 ］ を 有 し て 2 3 I ,
ぼ ん じ ゅ う ぜ ん ぜ い
き み よ う
［ 四 ］ 梵 住 を 得 た る 善 逝 よ ’ 御 身 に 帰 命 す 。
き ょ か
7 3 ． 智 慧 の 炬 火 な る 光 明 と 威 光 と を も っ て 超 出 し （ 高 く 輝 き ) ，
か げ ん も う あ ん ぐ ち
一 切 の 過 患 ・ 盲 闇 ・ 愚 擬 を 一 掃 し ，
ま な こ
三 千 大 千 世 界 に お け る 眼 と な れ る 導 師 よ ，
ど う じ に
道 を 教 示 し た ま う 牟 尼 よ ， 御 身 に 帰 命 す 。
じ ん み よ う じ 人 そ く じ ん ず う つ う だ つ
7 4 ． 深 妙 な る 神 足 と 神 通 2 3 5 と に 通 達 し ，
さ い し ょ う ぎ
真 実 を 見 ， 最 勝 義 （ 最 高 の 真 理 ） を 修 学 し た ま い て ，
う じ よ う
［ 自 ら 彼 岸 に ］ 渡 り 終 え て ， 他 の 有 情 を も 渡 ら し め る ，
渡 し 守 （ 船 頭 ) 2 3 6 と な り た る 善 逝 よ ’ 御 身 に 帰 命 す 。
じ ん み よ う ほ う べ ん
7 5 ． ［ 御 身 は ］ 一 切 の 深 妙 な る 方 便 四 7 と 神 通 と に 通 達 し ，
し ゆ う め つ
死 と 不 死 と の 終 滅 を 開 示 し た ま う 。
［ 御 身 は ] 世 法 の 生 活 に 蝋 臘 る と い え ど も ，
ぜ ん じ ゃ <
決 し て ， 世 間 ［ の 汚 濁 ］ に 染 著 す る こ と な し 。
7 6 ． ［ 御 身 を ］ 見 る べ く ， あ る い は ［ 御 身 よ り ］ 聞 か ん と て ，
到 来 せ る 者 に は ［ た だ そ れ だ け で ］ 最 勝 に し て 不 可 思 議 な る 利 得 あ り 。
ま
ほ つ し よ う
［ 況 し て ］ 御 身 よ り 法 性 （ 万 有 の 真 実 の す が た ） を 聴 い て ，
さ ら
浄 信 を も っ て 大 歓 喜 を 生 ず る 者 ［ の 利 得 ］ は 更 に 言 う ま で も な し 。
と そ っ て ん ぐ う あ ん み よ う
7 7 ． 一 切 の 兜 率 天 宮 は 暗 冥 と な り ，
太 陽 ［ た る 釈 迦 菩 薩 ］ は ジ ャ ン ブ ド ヴ ィ ー パ （ 閻 浮 提 ） に 昇 れ り 。
L り ょ う コ ー テ ィ ナ ユ タ
［ そ の 太 陽 は ］ 思 量 を 絶 す る ［ ほ ど 多 き ］ 拘 砥 那 由 多 の 有 情 を ぱ ，
煩 悩 に よ る 眠 り か ら 目 覚 ま し む く し 。
7 8 ． 今 や ， 王 城 （ カ ピ ラ ヴ ァ ス ツ ） は 富 み ， 繁 栄 す べ し 。
コ ー テ イ ナ ユ タ
拘 岻 那 由 多 の 天 神 に 満 ち あ ふ れ ，
ぎ が く
ア プ サ ラ ス た ち の 奏 で る 伎 楽 の 音 は ，
［ シ ュ ド ー ダ ナ の ］ 王 宮 に ， 甘 美 に 響 く な ら ん 鋤 9 .
7 9 ． 福 徳 の 威 光 に 満 ち ． 浄 業 を 有 す る ，
か の 2 4 0 婦 人 （ マ ー ヤ ー ） は ， 最 勝 な る 容 貌 を 具 足 せ り 。
か た
彼 女 の 息 子 た る ， こ の 方 は ， か く の 如 く 高 貴 に し て ，
3 8 2
“ ｢ 上 巻 」 に は 「 一 切 衆 生 へ の 悲 ［ 心 ］ も て 現 れ た る 」 と 訳 し た が ， 誤 訳 と 思 わ れ る の で 訂 正 す る 。
“ チ ベ ッ ト 訳 は 「 最 商 の 悪 ［ 心 ］ を 得 ， 最 商 の 捨 ［ 心 ］ を 有 す る 」 と い う 意 味 の 訳 文 と な っ て い る 。
鱒 5 ｢ 神 通 」 ( a b h i j n a ) は 「 超 自 然 的 で 不 可 思 議 な 能 力 」 で あ り ， 六 神 通 あ り と さ れ る 。「 神 足 」 ( r d d h i p a d a ) は 「 ど こ に で も
自 在 に 移 動 で き る 力 」 で あ り ， 六 神 通 （ 神 足 通 ， 天 眼 通 ， 天 耳 通 ， 他 心 通 ． 宿 命 通 ， 漏 尽 通 ） の 筆 頭 で あ る 。
2 3 6 d a S a( 船 頭 ） は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 済 度 者 」 ( g r o l ) と 訳 さ れ て い る 。
鱒 7 ｢ 方 便 」 ( u p a y a ) と は 「 他 の 衆 生 を 悟 り に 導 く た め の 手 段 」 で あ る 。
2 3 8 原 文 l o k a d h a r m a b h a v a n a の b h a v a n a を 「 生 活 」 と 訳 し た 。 チ ベ ッ ト 訳 は 単 に 「 世 間 の 法 」( b j i g r t e n c h o s ) と 訳 し て い る 。
2 3 9 チ ベ ッ ト 訳 は 「 器 楽 の 音 を 生 ず べ し 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
2 4 o チ ベ ッ ト 訳 に は 「 か の 」( s a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
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さ ん が い へ ん し よ う
威 徳 を も っ て ， 三 界 を 遍 照 し た ま え り 2 1 ' 。
ふ せ い
8 0 . 更 に ま た ， こ の 富 盛 な る 都 城 に て は ，
う し ん
と ん よ く し ん に け ん か じ ょ う ろ 人
有 身 の 者 た ち 2 1 2（ 衆 生 ） に ， 貧 欲 ・ 腹 志 ・ I 喧 嘩 ・ 識 論 な く ，
さ い し よ う に ん
最 勝 人 と な る べ き 者 2 4 3（ 菩 薩 ） の 威 光 に よ っ て ，
み な ， 慈 心 を も っ て 尊 重 し 合 え り 。
て ん り ん じ よ う お う
8 1 ． 転 輪 聖 王 の 種 族 の 王 が 生 ま れ る が 故 に ．
［ 釈 迦 族 の ］ 王 の 家 系 は 繁 栄 す べ し 。
ふ に ょ う
カ ピ ラ な る 都 城 は ， い よ い よ 富 饒 2 小 ' に し て ，
ほ う ぞ う
宝 蔵 に 満 ち あ ふ る べ し 。
8 2 夜 叉 . 羅 刹 . ｸ ﾝ バ ｰ ﾝ グ ( 鳩 藥 茶 )． グ フ ヤ カ ( 蕃 泌 2 幅 ，
や し ゃ ら せ つ く は ん だ
天 神 と 鬼 神 2 ‘ 1 6 の 衆 に し て ， イ ン ド ラ （ 帝 釈 天 ） と 共 に ，
高 貴 な る 人 （ 菩 薩 ） の 護 衛 に 立 つ と こ ろ の ，
げ だ つ
そ の 者 た ち は ． 久 し か ら ず し て 解 脱 を 得 ん 。
8 3 ． 敬 愛 と 尊 重 心 と を も っ て 仕 え つ つ ，
導 師 （ 菩 薩 ） を 称 揚 す る こ と に よ っ て ［ わ れ ら に ］ 得 ら れ た る 福 徳 の ，
え こ う
す べ て を ， ［ わ れ ら は ］ 菩 提 に 廻 向 し て 2 ‘ 1 7 ，
最 勝 人 よ ， ［ わ れ ら も ］ 速 や か に 御 身 の 如 〈 に な る べ し ， と 。
3 8 4
[ 以 上 ］ 「 出 立 品 」 と 名 づ け る 第 5 章 な り 。
劃 ' チ ベ ッ ト 訳 に は 「 溌 蔽 す 」 と い う 意 味 の 訳 語 が 用 い ら れ て お り 、 梵 語 の 「 遍 照 す 」 と 合 わ な い 。
2 4 2 d e h i n は 「 身 体 を 有 す る 」 「 肉 体 を 具 え た 」 の 意 味 で あ る が ，「 衆 生 」 や 「 有 情 」 の 同 義 語 と し て 用 い ら れ る 。
2 1 3 ｢ 上 巻 」 に は 「 最 勝 人 と な れ る 者 」 と 訳 し た が ， 梵 語 の b h a v i n は 「 未 来 の 」 を 意 味 す る の で ，「 最 勝 人 と な る べ き 者 」 と
訂 正 す る c
2 例 ｢ 富 饒 」 と は 「 富 ん で 鯉 か な こ と 」 で あ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 l l 7 8 頁 参 照 。
2 ' 5 g u h y a k a は 「 半 身 半 人 の 一 種 」 「 K e b e r a 神 の 財 宝 の 番 人 」（ ｢ 梵 和 大 辞 典 参 照 ） な ど と 説 明 さ れ ． 「 密 迩 天 」 と 漢 訳 さ れ る 。
『 國 讓 一 切 経 」 （ 本 縁 部 九 ） の 当 該 部 分 （ 3 3 頁 ） に は 「 密 通 力 士 と も い ひ ， 新 課 に は 秘 密 主 と も い ふ 。 手 に 金 剛 の 武 器 を 持
し ， 佛 を 警 護 す る 夜 叉 神 の 總 名 」 と 説 明 さ れ て い る 。
2 4 6 ｢ 鬼 神 」( d a n a v a ) と は ， チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 「 阿 修 羅 」 の こ と で あ る 。
2 $ 7 ｢ 廻 向 」 と は 「 善 行 の 功 徳 （ 福 徳 ） を 自 分 の 幸 福 以 外 の も の に め ぐ ら し 向 け る こ と 」 で あ る 。 こ こ で は ，「 菩 薩 を 称 讃 す る
こ と に よ っ て 得 ら れ た 福 徳 を ， 自 分 た ち の 菩 提 （ 悟 り ） に 向 け て め ぐ ら し 向 け る 」 と い う 意 味 の 「 菩 提 廻 向 」 が 念 頭 に 世
か れ て い る 。
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